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令和元年川西町議会第２回定例会会議録 (開 会) 

 招集年月日  令和元年６月１０日 
 

 招集の場所  川西町役場議場 
 

 開 会       令和元年６月１０日  午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松井  宏至   ２番  弓仲  利博   ３番  福山  臣尾  
 

  ４番  堀    格    ５番  松村  定則    
 

  ７番  福西  広理   ８番  伊藤  彰夫   ９番  石田  三郎  
 

  10番  寺澤  秀和   11番  中嶋  正澄   12番  芝   和也  
 

 欠 席 議 員        ６番 安井 知子 
 

 地方自治法第 町 長 竹村 匡正          副町長 森田 政美 
 

 121条の 規定 教育長 山嶋 健司         総務担当理事 西村 俊哉 
 

 により説明の  教委事務局長 奥   隆至      会計管理者 福本 誠治 
 

 ため出席した 総務課長 石田 知孝       総合政策課長 喜多  勲 
 

 者の職氏名  税務課長 西川 直明      事業課長 山口 尚亮  

  健康福祉課長 吉岡 秀樹    住民保険課長 大西 成弘 
 

   長寿介護課長 岡田 充浩 
 

    
 

   監査委員 西田 亜希子 
 

 本会議に職務 議会事務局長  中川 辰也 
 

 のため出席し モニター係 奥田 好志 
 

 た者の職氏名          
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      ３番 福山 臣尾 議員 ４番 堀    格  議員 
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川西町議会第２回定例会（議事日程） 

   
令和元年６月１０日（月）午前 10 時 00 分開会 

日 程 議案番号 件           名 

      

第 1   会議録署名議員の指名 

      

第 2   会期の決定 

      

第 3   諸報告 

     議会報告 

  報告第 2 号 平成 30 年度川西町一般会計繰越明許費繰越計算書 

  報告第 3 号 平成 30 年度川西町水道事業会計予算繰越計算書 

  報告第 4 号 平成 30 年度川西町下水道事業会計予算繰越計算書 

  報告第 5 号 定期監査報告について 

      

第 4 承認第６号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町住宅新築資金等貸付事業特別会計補

正予算の専決処分について 

      

第 5 議案第 24 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町一般会計補正予算について 

      

第 6 議案第 25 号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算

について 

      

第 7 議案第 26 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町水道事業会計補正予算について 

      

第 8 議案第 27 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町下水道事業会計補正予算について 

      

第 9 議案第 28 号 川西町森林環境譲与税基金条例の制定について 

      

第 10 議案第 29 号 川西町附属機関設置条例の一部改正について 

      

第 11 議案第 30 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

      

第 12 議案第 31 号 ぬくもりの郷グループホーム条例の一部改正について 

      

第 13 議案第 32 号 川西町介護保険条例の一部改正について 

      

第 14 議案第 33 号 定住自立圏の形成に関する協定書の変更について 

      

第 15 同意第２号 川西町公平委員会委員の選任について 

      

第 16 同意第３号 川西町固定資産評価審査委員会委員の選任について 

      

第 17 同意第４号 川西町教育委員会委員の任命について 
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（午前１０時００分   開会）  

議   長（伊藤彰夫君）   皆さん、おはようございます。  

これより令和元年川西町議会第２回定例会を開会いたします。  

会議に先立ち、６番  安井知子議員より欠席届が提出されております。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ １ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 議

会は成立いたしましたので、これより会議を開きます。  

町長より定例会招集についての挨拶を受けることにいたします。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   皆様、おはようございます。  

本 日 こ こ に 、 令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ２ 回 定 例 会 を 開 催 い た し ま し た と

こ ろ 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て は 、 公 私 何 か と 御 多 用 の 中 、 御 出 席 を 賜

り、まことにありがとうございます。  

また、平素より町政運営に関しまして格別の御理解、御協力を賜っておりま

すことに厚く御礼申し上げます。 

さて、本定例会に提案いたしておりますのは、令和元年度特別会計補正予算

の 専 決 処 分 承 認 案 １ 件 、 令 和 元 年 度 一 般 会 計 並 び に 特 別 会 計 ・ 事 業 会 計

補 正 予 算 案 ４ 件 、 条 例 の 制 定 並 び に 一 部 改 正 な ど の 議 案 ６ 件 、 人 事 同 意

案件３件につきまして御審議をお願いするものでございます。  

何 と ぞ よ ろ し く 御 審 議 い た だ き ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 開 会

の御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   日程第１、会議録署名議員の指名を行います。  

会議録 署名議 員は、 会議規 則第 １ ２７条 の規定 によっ て、 ３ 番  福山臣

尾君及び４番  堀  格君を指名いたします。  

日程第２、会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本 定 例 会 の 会 期 は 、 本 日 よ り ２ １ 日 ま で の １ ２ 日 間 と い た し た い と 思

いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫君 ）   異 議 な し と認 め 、 本 定 例 会 の 会期 は 、 本 日 よ り ２

１日までの１２日間と決定いたします。  

日程第第３、諸報告に入ります。  

報 告 第 ２ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 一 般 会 計 繰 越 明 許 費 繰 越 計 算 書 、 報

告 第 ３ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 下 水 道 事 会 計 予 算 繰 越 計 算 書 、 報 告 第 ４

号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 下 水 道 事 業 会 計 予 算 繰 越 計 算 書 を お 手 元 に 配 付

いたしておりますので、御清覧おき願います。  

次 に 、 報 告 第 ５ 号 、 平 成 ３ １ 年 ３ 月 か ら 令 和 元 年 ５ 月 期 ま で の 例 月 出

納 検 査 の 結 果 報 告 が 提 出 さ れ て お り ま す の で 、 西 田 監 査 委 員 よ り 報 告 を

求めます。  

西田監査委員。  
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監査委員（西田亜希子君）   監査報告。  

平 成 ３ １ 年 ３ 月 か ら 令 和 元 年 ５ 月 期 に 実 施 い た し ま し た 例 月 監 査 の 結

果を御報告申し上げます。  

地 方 自 治 法 第 ２ ３ ５ 条 の ２ 第 １ 項 並 び に 地 方 公 営 企 業 法 第 ２ ７ 条 の ２

第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 平 成 ３ ０ 年 度 並 び に 令 和 元 年 度 の 川 西 町 一 般 会 計

及 び 特 別 会 計 並 び に 企 業 会 計 の 出 納 及 び 予 算 の 執 行 状 況 に つ き ま し て 、

会 計 管 理 者 並 び に 事 業 課 長 に 必 要 な 調 書 の 提 出 を 求 め て 、 関 係 帳 簿 及 び

証 拠 書 類 を 対 照 し な が ら 説 明 を 受 け 、 厳 正 な る 審 査 を 実 施 い た し ま し た

結 果 、 各 会 計 に お け る 予 算 の 執 行 並 び に 現 金 の 出 納 ・ 保 管 な ど に つ い て

は 、 過 誤 も な く 適 正 に 行 わ れ て い る も の と 認 め ま し た の で 、 こ こ に 御 報

告申し上げます。  

令和元年６月１０日  

監査委員  西田亜希子  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫君 ）   報 告 が 終 わり ま し た の で 、 こ れよ り 議 事 に 入 り ま

す。  

日 程 第 ４ 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特

別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て よ り 、 日 程 第 １ ７ 、 同 意 第 ４ 号 、 川

西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い て ま で の 各 議 案 に つ き ま し て は 、 既 に

招 集 通 知 と と も に 配 付 し て お り ま す 関 係 上 、 各 位 に お か れ ま し て は 熟 読

願 っ て お り ま す の で 、 こ の 際 、 議 案 の 朗 読 を 省 略 し た い と 思 い ま す が 、

これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、議案の朗読を省略いたします。  

お諮りいたします。  

日 程 第 ４ 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特

別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て よ り 、 日 程 第 １ ４ 、 議 案 第 ３ ３ 号 、

定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い て ま で の 承 認 案 １ 件 、 議

案 １ ０ 件 を 一 括 上 程 し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、一括上程といたします。  

議案の朗読を省略し、町長より提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、今議会に上程いたしました議案等の提案

要旨について御説明いたします。  

最 初 に 、 専 決 し て 執 行 い た し ま し た 令 和 元 年 度 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事

業特別会計の補正予算につきまして御説明いたします。  

承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 補 正

予算についてでございます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 願 い ま す 。 こ れ は 、 平 成 ３ ０ 年 会 計 の 償 還 収 入 に 歳 入
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不 足 が 生 じ た た め 、 令 和 元 年 度 会 計 か ら 繰 り 上 げ 充 用 に よ り 補 塡 す る も

の で 、 そ の た め 令 和 元 年 度 会 計 に 新 た に 前 年 度 繰 上 充 用 金 を 追 加 し 、 歳

入 歳 出 そ れ ぞ れ １ ,０ ３ ７ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 増 額 し よ う と す る も の で ご ざ い

ます。  

以 上 に よ り 、 令 和 元 年 度 同 特 別 会 計 予 算 の 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ

１ ,４２６万７ ,０００円となります。  

以 上 の 補 正 予 算 を 出 納 閉 鎖 ま で に 行 う 必 要 が あ っ た た め 、 専 決 処 分 を

行い、その承認を求めるものでございます。  

以上でございます。よろしくお願い申し上げます。  

続 き ま し て 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 か ら 、

議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い て 御 説 明

いたします。  

ま ず 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て で

ございます。  

歳出の部でございます。８ページをお開きください。  

款２ .総務費  項１ .総務管理費  目４ .企画費におきまして、地域活性化

セ ン タ ー か ら の 助 成 金 を 原 資 と し て 、 空 き 家 の 有 効 活 用 を 目 的 と す る 地

域 団 体 へ の 補 助 金 １ ７ ０ 万 円 、 自 治 会 か ら の Ｌ Ｅ Ｄ 設 置 補 助 の 追 加 要 望

６０万円の増額、目６ .電算運営費におきまして、番号制度に係るシステ

ム改修費の一部を介護特会で行うことなどによる７９万３ ,０００円の減

額、目１３ .基金費におきまして、森林環境譲与税の新規配分に係る積立

金３２万円の増額をお願いするものでございます。  

款３ .民生費  項１ .社会福祉費  目１ .社会福祉総務費におきまして、障

害 福 祉 シ ス テ ム の 改 修 に 係 る 経 費 及 び 介 護 特 会 で の シ ス テ ム 改 修 に よ る

繰 出 金 の 増 額 で 、 合 わ せ て ６ ７ 万 ２ ,０ ０ ０ 円 の 増 額 、 項 ２ .児 童 福 祉 費  

目１ .児童福祉総務費におきまして、子ども・子育て支援システムの改修

に係る経費として３２１万７ ,０００円の増額をお願いするものでござい

ます。  

款５ .農商工費  項２ .商工費  目１ .商工総務費におきまして、奈良県補

助 金 の 「 も っ と 良 く な る 奈 良 県 市 町 村 応 援 補 助 金 」 を 活 用 し て 、 川 西 町

商 工 会 が 実 施 す る 貝 ボ タ ン を 含 む 天 然 ボ タ ン 等 の Ｅ Ｃ サ イ ト 構 築 事 業 を

支援する経費として２１０万円の増額をお願いするものでございます。  

次に、款６ .土木費  項３ .都市計画費  目１ .都市計画総務費におきまし

て 、 １ 億 ２ ,６ ４ ３ 万 １ ,０ ０ ０ 円 の 増 額 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。

こ ち ら は 、 駅 前 周 辺 整 備 事 業 に 係 る 用 地 購 入 及 び 建 物 等 の 補 償 費 に 係 る

経 費 で 、 繰 越 予 算 の 中 で 執 行 を 予 定 し て い た も の の 、 事 業 ス ケ ジ ュ ー ル

の 変 更 に よ り 、 令 和 元 年 度 予 算 へ 移 行 し た 経 費 で ご ざ い ま す 。 こ れ に 伴

いまして、事業繰越額は減額いたすものでございます。  

次に、款７ .消防費  項１ .消防費  目２ .非常備消防費において１２４万
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２ ,０００円の増額をお願いするものでございます。こちらは、平成３１

年 ３ 月 ３ １ 日 付 で 消 防 団 員 ２ 名 が 退 職 な さ れ た こ と に よ る 退 職 報 償 金 を

元消防団員に支払うための費用を増額補正するものでございます。  

次に、歳入の部でございます。６ページをお開きください。  

まず、款２ .地方譲与税  項３目１ .森林環境譲与税でございますが、市

町 村 に よ る 新 た な 森 林 整 備 や そ の 促 進 に 柔 軟 に 活 用 で き る 財 源 と し て 森

林 環 境 譲 与 税 が 創 設 さ れ た こ と に よ る 配 分 に よ り 、 ３ ２ 万 円 の 増 額 を 行

うものでございます。  

次 に 、 款 １ ４ .国 庫 支 出 金  項 ２ .国 庫 補 助 金 で ご ざ い ま す が 、 目 ２ .民

生 費 国 庫 補 助 金 に つ い て 、 障 害 福 祉 事 業 及 び 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 事 業 に

係り追加して交付されるもので、３７６万１ ,０００円の増額をお願いす

るものでございます。  

目４ .土木費国庫補助金１ ,１３７万２ ,０００円の減額をお願いするも

の で ご ざ い ま す 。 こ れ は 、 駅 前 整 備 に 係 り 予 算 化 い た し て お り ま し た 社

会 資 本 整 備 交 付 金 の 当 年 度 配 分 額 が 確 定 し た こ と に よ る 減 額 で ご ざ い ま

す。  

次に、款１５ .県支出金  項２ .県補助金  目１ .総務費県補助金におきま

し て 、 今 般 、 消 費 税 の 引 き 上 げ に よ る 消 費 の 抑 制 に 伴 う 地 域 活 力 の 低 下

を 防 ぐ た め 、 市 町 村 が 取 り 組 む 地 域 の 消 費 喚 起 に つ な が る 事 業 に 対 し 、

奈 良 県 か ら 補 助 金 が １ ４ ０ 万 円 交 付 さ れ る も の で ご ざ い ま す 。 歳 出 で 述

べました商工費の事業の財源となるものでございます。  

次に、款１８ .繰入金  項１ .基金繰入金  目２ .自治振興基金繰入金にお

き ま し て 、 ６ ０ 万 円 を 当 該 基 金 か ら 追 加 し て 繰 り 入 れ る も の で 、 こ れ も

歳 出 で 申 し 上 げ ま し た 自 治 会 Ｌ Ｅ Ｄ 補 助 の 財 源 と す る も の で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 款 １ ９ 項 １ 目 １ の 繰 越 金 に つ い て 、 平 成 ３ ０ 年 度 の 決 算 見 込 み

から追加して１ ,４７３万７ ,０００円を見込むものでございます。  

次 に 、 款 ２ ０ .諸 収 入  項 ３ 目 １ の 雑 入 で ご ざ い ま す 。 消 防 団 員 等 公 務

災害補償等共済基金から団員の退職 報償金１２４万３ ,０００円が負担さ

れ ま す こ と か ら 、 当 該 金 額 に つ い て 増 額 を 行 う も の で ご ざ い ま す 。 加 え

ま し て 、 一 般 社 団 法 人 地 域 活 性 化 セ ン タ ー の 移 住 定 住 交 流 推 進 事 業 と し

て交付される助成金１７０万円を増額するものでございます。  

次に、款２１項１の町債についてでございます。目３ .土木債について、

先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た 駅 前 対 象 の 事 業 費 の 増 額 に 伴 い 、 節 ２ の 地 域 活 性

化事業債１億２ ,３１０万円の増額をお願いするものでございます。  

以 上 に よ り ま し て 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 ３ ,５ ４ ８ 万 ９ ,０ ０ ０ 円 の

増 額 補 正 を お 願 い す る も の で ご ざ い ま す 。 こ れ に よ り 、 令 和 元 年 度 の 一

般 会 計 予 算 の 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ ３ 億 ９ ,７ ８ ３ 万 １ ,０ ０ ０ 円

となります。  

続 き ま し て 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別
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会計補正予算についてでございます。  

４ ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 介 護 保 険 に 係 る 個 人 番 号 制 度 対 応 の シ ス テ

ム改修に伴い、３７万８ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

こ れ に よ り ま し て 、 同 特 別 会 計 の 予 算 総 額 は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ９ 億

６５５万４ ,０００円となります。  

続 い て 、 議 案 第 ２ ６ 号 、 令 和 元 年 度 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て で

ございます。  

次 の ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 収 益 的 支 出 に お き ま し て 、 人 事 異 動 に よ

る人件費３８０万５ ,０００円の増額をお願いするものでございます。  

以上により、収益的支出  第１款水道事業費用は、５億４ ,１６２万５ ,

０００円となります。  

次 に 、 議 案 第 ２ ７ 号 、 令 和 元 年 度 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い て で

ございます。  

次 の ペ ー ジ を 御 覧 く だ さ い 。 こ れ も 水 道 事 業 会 計 と 同 様 に 、 収 益 的 支

出 に お き ま し て 、 人 事 異 動 に よ る 人 件 費 １ ２ ４ 万 円 の 増 額 を お 願 い す る

ものでございます。  

以上により、収益的支出  第１款下水道事業費用は２億７ ,５２８万８ ,

０００円となるものでございます。  

以上が、令和元年度の補正予算関係であります。  

続 き ま し て 、 条 例 の 制 定 及 び 一 部 改 正 等 、 予 算 外 の 議 案 に つ い て 、 ご

説明いたします。  

議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て で ご ざ

います。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 こ れ は 、 今 年 ３ 月 ２ ９ 日 に 公 布 さ れ ま し た 森

林 環 境 税 及 び 森 林 環 境 譲 与 税 に 関 す る 法 律 に 基 づ き 、 当 該 譲 与 税 が 市 町

村 に 配 分 さ れ る こ と に 対 し て 、 木 材 利 用 の 促 進 や 普 及 啓 発 等 に 有 効 に 活

用 す る た め 、 当 該 譲 与 税 を 原 資 と す る 基 金 を 造 成 す る 条 例 を 制 定 す る も

のでございます。  

次 に 、 議 案 第 ２ ９ 号 、 川 西 町 附 属 機 関 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で

ございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 条 例 の 概 要 で す が 、 こ れ は 、 右 の 欄 に 示 し て

お り ま す 介 護 保 険 及 び 高 齢 福 祉 事 業 に 関 し て 設 置 し て い る 委 員 会 等 の 設

置根拠を明確化するための改正でございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ０ 号 、 災 害 弔 慰 金 の 支 給 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に

ついてでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 条 例 の 概 要 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 、 災 害 弔

慰 金 の 支 給 等 に 関 す る 法 律 及 び 同 法 施 行 令 の 改 正 に 伴 い 、 弔 慰 金 の 借 り

入 れ に 係 る 保 証 人 の 要 件 及 び 利 子 に つ い て 改 正 す る た め の も の で ご ざ い

ます。  
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次 に 、 議 案 第 ３ １ 号 、 ぬ く も り の 郷 グ ル ー プ ホ ー ム 条 例 の 一 部 改 正 に

ついてでございます。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 条 例 の 概 要 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 、 ぬ く も

り の 郷 グ ル ー プ ホ ー ム の 食 材 料 費 及 び 短 期 利 用 時 の 居 住 費 等 に つ い て の

消 費 税 率 引 き 上 げ に 伴 う 影 響 分 に つ い て 、 厚 生 労 働 省 告 示 に 準 拠 し て 見

直すためのものでございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 川 西 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で ご ざ

います。  

１ 枚 お め く り く だ さ い 。 条 例 の 概 要 で ご ざ い ま す が 、 こ れ は 、 介 護 保

険 法 施 行 令 及 び 介 護 保 険 の 国 庫 負 担 の 算 定 等 に 関 す る 政 令 の 一 部 改 正 に

伴 う 消 費 税 率 引 き 上 げ に よ る 低 所 得 者 の 保 険 料 の 軽 減 強 化 を 行 う た め の

条 例 の 一 部 改 正 で ご ざ い ま す 。 具 体 的 に は 、 既 に 行 わ れ て い る 第 １ 段 階

保 険 料 の 軽 減 幅 を さ ら に 広 げ 、 加 え て 、 軽 減 対 象 で な か っ た 第 ２ 段 階 ・

第３段階保険料の軽減を行うものでございます。  

次 に 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い

てでございます。  

４ 枚 目 を 御 覧 く だ さ い 。 こ れ は 、 本 協 定 書 の 取 り 組 み 及 び 役 割 分 担 に

「 公 共 施 設 マ ネ ジ メ ン ト の 推 進 」 の 項 目 の 追 加 を 行 う た め の 変 更 で ご ざ

います。  

以上でございます。何とぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   説明が終わりました。  

お諮りいたします。  

た だ い ま の 日 程 第 ４ 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等

貸 付 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て よ り 、 日 程 第 １ ４ 、 議 案

第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い て ま で の １ １

議 案 に つ い て は 、 各 関 係 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 御 異 議 ご ざ い ま せ ん か 。  

       （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、総務・建設経済及び厚生の各常任

委員会に付託いたします。  

な お 、 各 委 員 会 の 開 催 は 、 既 に 配 付 し て お り ま す と お り お 取 り 計 ら い

くださいますようお願い申し上げます。  

日 程 第 １ ５ 、 同 意 第 ２ 号 、 川 西 町 公 平 委 員 会 委 員 の 選 任 に つ い て を 議

題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   続 き ま し て 、 日 程 第 １ ５ 、 同 意 第 ２ 号 、 川 西 町公

平委員会委員の選任についてでございます。  

現 在 の 公 平 委 員 会 の 委 員 の 任 期 が 令 和 元 年 ６ 月 ２ ８ 日 で 満 了 す る こ と

に 伴 い 、 地 方 公 務 員 法 第 ９ 条 の ２ 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 新 た に 、 川 西 町
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結 崎 ８ ３ ０ 番 地 の ４ ５ 、 菊 池 徹 （ き く ち て つ ） 氏 を 選 任 す る 議 会 の 同 意

を求めるものであります。  

何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   た だ い ま 説 明 の あ り ま し た 同 意 第 ２ 号 に つ い て、

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   質 疑 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 省 略 し 、 採 決い

たします。  

お諮りいたします。  

同 意 第 ２ 号 、 川 西 町 公 平 委 員 会 委 員 （ 菊 池 徹 氏 ） の 選 任 に つ い て 、 同

意することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 同 意す

ることに決しました。  

た だ い ま 御 同 意 い た だ き ま し た 川 西 町 公 平 委 員 会 委 員 の 菊 池 徹 氏 に お

越しいただいておりますので、御挨拶を受けることにいたします。  

菊池様、どうぞお入りください。  

（菊池  徹君  入場）  

公平委員（菊池  徹君）   菊池  徹といいます。  

そ の 職 責 が ど の よ う な も の か も 、 不 勉 強 の た め 、 ま だ わ か っ て お り ま

せ ん が 、 皆 さ ん に 御 指 導 い た だ き な が ら 、 全 う で き る よ う に 努 力 い た し

ます。  

よろしくお願いします。（拍手）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 菊 池 様 、 よ ろ し く お願

いいたします。  

（菊池  徹君  退場）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   続 き ま し て 、 日 程 第 １ ６ 、 同 意 第 ３ 号 、 川 西 町固

定資産評価審査委員会委員の選任についてを議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   同 意 第 ３ 号 、 川 西 町 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委員

の選任についてでございます。  

現 在 、 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 の 委 員 と し て 就 任 し て い た だ い て お り

ま す 勝 嶌 誠 二 （ か つ し ま せ い じ ） 委 員 の 再 任 に つ き ま し て 、 地 方 税 法 第

４２３条第３項の規定により、議会の御同意を願うものでございます。  

何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   た だ い ま 説 明 の あ り ま し た 同 意 第 ３ 号 に つ い て、

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  
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議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   質 疑 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 省 略 し 、 採 決い

たします。  

お諮りいたします。  

同 意 第 ３ 号 、 川 西 町 固 定 資 産 評 価 審 査 委 員 会 委 員 （ 勝 嶌 誠 二 氏 ） の 選

任について、同意することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 同 意す

ることに決しました。  

次 に 、 日 程 第 １ ７ 、 同 意 第 ４ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ い

てを議題といたします。  

議案の朗読を省略し、当局の説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   同 意 第 ４ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 の 選 任 に つい

てでございます。  

現 在 欠 員 と な っ て お り ま す 教 育 委 員 に つ い て 、 川 西 町 大 字 梅 戸 １ ８ ６

番 地 の ５ 、 寺 澤 均 （ て ら ざ わ ひ と し ） 氏 を 補 充 選 任 し た く 、 地 方 教 育 行

政 の 組 織 及 び 運 営 に 関 す る 法 律 第 ４ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会 の 御 同

意を願うものでございます。  

何とぞ御同意賜りますようお願い申し上げます。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   た だ い ま 説 明 の あ り ま し た 同 意 第 ４ 号 に つ い て、

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   質 疑 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 省 略 し 、 採 決い

たします。  

お諮りいたします。  

同 意 第 ４ 号 、 川 西 町 教 育 委 員 会 委 員 （ 寺 澤 均 氏 ） の 任 命 に つ い て 、 同

意することに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 同 意す

ることに決しました。  

ただいま御同意いただきました川西町教 育委員会委員  寺澤均氏にお越

しいただいておりますので、御挨拶を受けることにいたします。  

寺澤様、どうぞお入りください。  

（寺澤  均君  入場）  

教 育 委 員 （ 寺 澤  均 君 ）   た だ い ま 教 育 委 員 に 任 命 し て い た だ き ま し た 、寺

澤均と申します。  

微 力 で す が 、 皆 様 の 御 指 導 を い た だ き な が ら 、 川 西 町 の 教 育 の 発 展 に

頑 張 っ て い き た い と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 （ 拍

手）  
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議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   あ り が と う ご ざ い ま し た 。 寺 澤 様 、 よ ろ し く お願

いします。  

（寺澤  均君  退場）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   以 上 を も ち ま し て 、 本 日 の 日 程 は 全 て 終 了 い たし

ました。  

本日の会議は、これをもって散会といたします。  

な お 、 ６ 月 ２ １ 日 午 後 ２ 時 よ り 再 開 し 、 各 常 任 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し

た各議案について委員長の報告を求めることにいたします。  

また、あすは休会とし、６月１２日午前１０時に再開いたします。  

長時間ありがとうございました。  

         （午前１０時３２分  散会）  



 - 13 - 

 

 

 

 

 

令 和 元 年 川 西 町 議 会 

 第 ２ 回 定 例 会 会 議 録 

 

 

（  第  ２  号  ）  

 

 

 

 

 

 

 

令和元年  ６月１２日  

 

 



 - 14 - 

令和元年川西町議会第２回定例会会議録 (再 開) 

 招集年月日  令和元年６月１２日 
 

 招集の場所  川西町役場議場 
 

 開 会       令和元年６月１２日  午前１０時 宣告 
 

 出 席 議 員      １番  松井  宏至   ２番  弓仲  利博   ３番  福山  臣尾  
 

  ４番  堀    格    ５番  松村  定則   ６番  安井  知子  
 

  ７番  福西  広理   ８番  伊藤  彰夫   ９番  石田  三郎  
 

  10番  寺澤  秀和   11番  中嶋  正澄   12番  芝   和也  
 

 欠 席 議 員         
 

 地方自治法第 町 長 竹村 匡正          副町長 森田 政美 
 

 121条の 規定 教育長 山嶋 健司         総務担当理事 西村 俊哉 
 

 により説明の  教委事務局長 奥   隆至      会計管理者 福本 誠治 
 

 ため出席した 総務課長 石田 知孝       総合政策課長 喜多  勲 
 

 者の職氏名  税務課長 西川 直明      事業課長 山口 尚亮  

  健康福祉課長 吉岡 秀樹    住民保険課長 大西 成弘 
 

   長寿介護課長 岡田 充浩 
 

    
 

   監査委員 出席なし 
 

 本会議に職務 議会事務局長  中川 辰也 
 

 のため出席し モニター係 奥田 好志 
 

 た者の職氏名          
 

 本日の会議に   別紙議事日程に同じ 
 

 付した事件  
 

 会 議 録 署 名         議長は会議録署名議員に次の２人を指名した 
 

 議員の氏名      ３番 福山 臣尾 議員 ４番 堀    格  議員 
 



 - 15 - 

川西町議会第２回定例会（議事日程） 

   

  
令和元年６月１２日（火）午前 10 時 00 分再開 

日程 議案番号 件           名 

      

      

第１   一般質問 

      

第２   総括質疑 

      

      

      

      

      

      

      

      

      

 



 - 16 - 

（午前１０時００分  再開）  

議   長（伊藤彰夫君）   皆さん、おはようございます。  

これより令和元年川西町議会第２回定例会を再開いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 議

会は成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、一般質問に入ります。  

それでは、質問通告順により、順次質問を許します。  

６番  安井知子君。  

６ 番 議 員 （ 安 井 知 子 君 ）   お は よ う ご ざ い ま す 。 議 長 の 許 可 を 得 ま し て 、 一

般質問させていただきます。  

１、文部科学省の教育のあり方に関する諮問について。  

４ 月 １ ８ 日 に 文 部 科 学 省 は 、 小 学 校 か ら 高 等 学 校 の 教 育 の あ り 方 に 関

す る 総 合 的 な 検 討 を 諮 問 し ま し た 。 小 学 校 の 諮 問 の ポ イ ン ト は 、 現 行 の

学 級 担 任 制 を 教 科 担 任 制 に 変 更 （ 教 員 免 許 制 度 の 見 直 し ） と 、 小 学 校

５ ・ ６ 年 生 の 英 語 教 育 を 外 国 語 活 動 か ら 正 規 の 教 科 に 変 更 す る ２ 点 で す 。

も し 制 度 変 更 が 進 め ば 、 教 師 数 の 増 加 、 予 算 措 置 が 重 要 な 問 題 に な り ま

す。  

１ .教科担任制度、特に小学校の英語学科の教員について。  

新規に採用するのか。予算措置は。  

現 小 学 ５ ・ ６ 年 担 任 の 先 生 が 不 安 だ と の 声 を 上 げ て お ら れ る 。 対 応 と

施策は。  

一 方 で 、 現 先 生 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 中 で 、 信 頼 関 係 の も と 、 英

語を楽しく学んでいくのも一策かも。  

次に、教育委員会の指導体制は整っているのか。  

次に、一般住民の英語関係パワーを活用する予定は。  

２ .英語教育の目的は、生徒指導の目的は何かを明確にすべき。  

教 科 書 は 、来 年 度文部 科 学 省 が指 定 すると の 模 様 。「 Let ’s Try」 「 We 

Can」等、川西町におき、独自の補助教材を準備する計画はありますか。  

３ .小中学校一貫教育を進める計画を立案すべきでは。  

一貫教育には、中等教育型、併設型、連携型があります。  

中 等 教 育 型 は 、 奈 良 女 子 大 が 独 自 に 小 学 教 育 、 中 等 教 育 、 大 学 教 育 と

３ つ に 区 分 し 、 中 学 と 高 校 を 中 等 教 育 と 考 え 、 ６ 年 一 貫 教 育 と し た 。 こ

れは、川西小学校においては該当しません。  

併 設 型 。 一 貫 教 育 の 場 と し て 小 学 校 と 中 学 校 が 同 一 構 内 に あ る べ き 。

これも川西小学校には該当しません。  

連 携 型 。 複 数 小 学 校 で カ リ キ ュ ラ ム を 合 わ せ 、 同 じ よ う な 教 育 内 容 で

進 行 す る 。 中 学 生 に な っ た と き 、 全 生 徒 が 同 一 レ ベ ル で 、 目 標 を 共 有 し 、

足 並 み を そ ろ え て 学 習 で き る 。 複 数 小 学 校 と 中 学 校 １ 校 の 奈 良 市 の 一 貫

教 育 を 町 教 育 委 員 会 は ど う 評 価 さ れ て い ま す か 。 前 例 が あ る の だ か ら 、
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式下中学校にも導入できるのでは。  

三 宅 の 小 学 校 が ２ ０ ％ 減 少 す る 可 能 性 に か ん が み て 、 小 中 一 貫 教 育 を

実 施 す る こ と は 、 教 育 予 算 の 効 率 化 、 教 育 の 質 の 向 上 に 役 立 つ の で は 。

今がチャンス。  

ま た 、 文 部 科 学 省 は 、 ２ ０ １ ８ 年 の 英 語 教 育 実 施 状 況 の 結 果 を 公 表 し

ました。英検３級以上は４２ .６％。政府は、計画上５０％を目標として

い る が 、 都 道 府 県 に よ り 地 域 差 が 大 き い 。 英 会 話 が で き な い 英 語 教 師 が

たくさんおられるとか。  

で は 、 川 西 小 学 校 の 英 語 教 育 を い か に 進 め て い く の か 。 初 期 計 画 が 大

切になってきます。川西町教育委員会のお考えを伺います。  

ま た 、 私 の ２ 人 の 孫 は 、 現 在 、 歯 科 医 師 を 目 指 し 、 歯 科 大 学 に 行 っ て

い ま す が 、 ゲ ー ム が 好 き な 兄 に と り 、 英 語 は ゲ ー ム に 必 須 。 ゲ ー ム を し

な い 弟 は 、 英 語 で 苦 労 し て お り ま す 。 遊 び 感 覚 で 子 ど も に 英 語 を 必 然 と

して身につけさせることは可能ですか。  

現 在 、 日 本 の 英 語 教 育 は 、 文 法 （ 主 語 、 述 語 、 動 詞 、 形 容 詞 、 現 在 ・

過 去 、 関 係 代 名 詞 ） 等 、 一 時 に 教 え る の は と て も 難 し い 。 と こ ろ が 、 子

ど も た ち は 非 常 に 耳 が い い 。 そ こ で 、 子 ど も た ち に 耳 で 聞 い て 学 ぶ ヒ ア

リ ン グ が 大 切 と の こ と 。 な ら ば 、 図 書 館 に 小 学 生 が 利 用 で き る 英 語 の 視

聴 覚 教 材 、 例 え ば Ｎ Ｈ Ｋ の 「 for School」 な ど を 他 種 類 蔵 書 す べ き と 思

うのですが、いかがお考えですか。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   安井議員の御質問にお答えします。  

ご 質 問 に あ り ま す と お り 、 こ の ４ 月 に 文 部 科 学 相 よ り 中 央 教 育 審 議 会

に 対 し ま し て 、 小 学 校 で の 教 科 担 任 制 の 拡 大 、 教 員 免 許 制 度 や 教 育 課 程

の 見 直 し に 関 す る 審 議 、 高 校 普 通 科 の 改 革 、 外 国 人 児 童 生 徒 へ の 対 応 、

こ れ ら を 含 め 、 新 し い 時 代 を 見 据 え て 教 育 の 質 を 高 め る た め に 、 幼 児 教

育 か ら 高 校 段 階 の 課 題 に つ い て の 網 羅 的 な 審 議 が 求 め ら れ ま し た 。 こ れ

ら 対 応 が 求 め ら れ て い る 課 題 は 、 社 会 環 境 の 変 化 な ど か ら 、 従 来 の 教 育

シ ス テ ム が 転 換 期 を 迎 え つ つ あ る の で は な い か と い う ふ う に 感 じ て お り

ます。  

ま ず 、 ご 質 問 に あ り ま す 小 学 校 ５ ・ ６ 年 生 に お い て の 今 後 の 英 語 教 育

の 進 め 方 と 指 導 体 制 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 小 学 校 で は 、 ２ ０ ２ ０ 年

度 の 新 学 習 指 導 要 領 の 実 施 に 伴 い 、 現 在 ５ ・ ６ 年 生 で 必 修 と な っ て お り

ま す 年 間 ３ ５ 時 間 の 外 国 語 活 動 が 、 ３ ・ ４ 年 生 で 必 修 化 と な り ま す 。 ま

た 、 ５ ・ ６ 年 生 で は 「 英 語 」 と い う 科 目 が 正 式 教 科 と し て 追 加 さ れ ま す 。

教 科 と な る 「 英 語 」 は 、 「 聞 く ・ 話 す 」 に 「 読 む ・ 書 く 」 が 加 わ り 、 ４

技 能 を 使 っ た 言 語 活 動 が 行 わ れ ま す 。 こ の こ と に よ り 、 ５ ・ ６ 年 生 に つ

い て は 、 今 ま で 年 間 ３ ５ 時 間 だ っ た 外 国 語 活 動 が 、 教 科 「 英 語 」 が 追 加

と な っ た こ と に よ り ま し て 年 間 ７ ０ 時 間 に な り 、 ま た 、 教 科 と な る こ と
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から、成績評価も行われることになります。  

具 体 的 な 授 業 内 容 と い た し ま し て は 、 ３ ・ ４ 年 生 は 、 英 語 を 通 し た コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 素 地 を 養 う た め 、 「 聞 く ・ 話 す 」 を 中 心 に 学 び 、

５ ・ ６ 年 生 で は 、 英 語 の 基 礎 を 育 成 す る た め に 「 読 む ・ 書 く 」 が 始 ま り 、

約 ６ ０ ０ か ら ７ ０ ０ 個 の 英 単 語 を 学 び ま す 。 こ れ に よ っ て 、 従 来 の 「 読

む ・ 書 く 」 と い っ た 文 法 中 心 の 英 語 か ら 、 「 聞 く ・ 話 す 」 を 重 視 し た 英

語 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 育 成 を 中 心 と し た 内 容 へ と 変 わ る こ と に な り

ます。  

こ の よ う に 、 特 に 小 学 校 高 学 年 の 英 語 教 育 は 、 指 導 内 容 の 高 度 化 プ ラ

ス 指 導 時 間 の 増 加 な ど か ら 、 よ り 高 度 な 英 語 指 導 力 を 備 え た 人 材 の 確 保

が 急 務 と な り 、 加 え て 、 小 学 校 中 学 年 の 担 任 に お い て も 英 語 に 係 る 指 導

力 が 必 要 と な る こ と か ら 、 指 導 体 制 の 大 幅 な 強 化 が 必 要 と な っ て き ま す 。  

国 に お き ま し て は 、 専 科 担 任 の 拡 大 の た め の 定 数 改 善 の 検 討 、 県 に お

い て は 、 英 語 専 科 教 員 の 養 成 や 採 用 に も 取 り 組 ま れ て い る と こ ろ で は ご

ざ い ま す が 、 現 状 、 英 語 の 専 科 教 員 の 配 置 は 当 面 望 め な い こ と か ら 、 現

在 、 川 西 小 学 校 の 外 国 語 活 動 に お い て 英 語 の 専 科 講 師 と し て 町 に お い て

雇 用 し て い ま す Ａ Ｌ Ｔ 、 並 び に 特 に 高 学 年 を 担 任 す る 教 職 員 の 研 修 会 の

実 施 な ど に よ り 、 指 導 力 の ス キ ル ア ッ プ を 図 っ て ま い り た い と 考 え て お

ります。  

ま た 、 ご 提 案 に あ る 小 学 生 が 利 用 で き る 英 語 の 視 聴 覚 教 材 の 図 書 館 へ

の 配 置 の 件 で す が 、 こ れ に つ き ま し て は 、 今 後 小 学 校 と も 協 議 し な が ら 、

ど の よ う な 教 材 を ど こ に 配 備 し て い く の が 子 ど も た ち に と っ て 一 番 有 効

か等、検討も行いながら対応していけばと考えております。  

次 に 、 小 中 一 貫 教 育 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 小 中 一 貫 教 育 は 、 社 会

環 境 の 変 化 等 に よ り 、 教 育 課 程 の 統 合 化 、 中 １ ギ ャ ッ プ に よ る 不 登 校 生

徒 の 回 避 に お い て も 効 果 が あ る と 言 わ れ て い ま す 。 小 中 一 貫 教 育 に つ い

て は 、 さ き に も 申 し 上 げ ま し た が 、 文 部 科 学 相 よ り 中 央 教 育 審 議 会 に 対

し 、 小 学 校 で の 教 科 担 任 制 の 拡 大 、 教 員 免 許 制 度 や 教 育 課 程 の 見 直 し に

ついて諮問されているところです。  

ま た 、 文 科 省 に お い て は 、 小 中 一 貫 教 育 の 推 進 に 資 す る 効 果 的 な 取 り

組 み の 普 及 を 図 る た め 、 平 成 ２ ７ 年 度 よ り 平 成 ３ ０ 年 度 ま で 、 先 導 的 な

取 り 組 み を 実 施 す る ５ 県 ・ １ ４ 市 町 村 ・ ３ 政 令 指 定 都 市 に 業 務 委 託 を 行

い、公教育の質の向上のための施策にも取り組まれているところです。  

奈 良 市 の 一 貫 教 育 に つ い て の 評 価 ・ 検 証 に は 至 っ て お り ま せ ん が 、 ご

存 知 の よ う に 、 式 下 中 学 校 は 川 西 町 ・ 三 宅 町 の 組 合 立 で の 運 営 と な っ て

い ま す 。 議 員 ご 質 問 の 中 で は 、 「 三 宅 小 学 校 児 童 が ２ ０ ％ 減 少 す る こ と

か ら 、 予 算 の 効 率 化 、 教 育 の 質 の 向 上 に 役 立 つ の で は 」 と の 御 意 見 で す

が 、 委 員 会 と い た し ま し て は 、 小 中 一 貫 教 育 を 実 施 す る 場 合 は 、 式 下 中

学 校 の 三 宅 町 と の 分 離 、 も し く は 、 設 置 主 体 は 異 な り ま す が 、 実 施 し よ
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う と す る 教 育 課 程 に お い て の 川 西 小 学 校 と 三 宅 小 学 校 と の 完 全 一 致 が 必

要になってくると考えているところです。  

ま た 、 ９ 年 間 を 一 体 的 に 捉 え た 指 導 体 制 を 行 お う と す る 場 合 、 専 科 制

に 合 わ せ た 教 員 数 の 確 保 、 教 員 の 免 許 制 度 に お い て も 課 題 が 残 る こ と も

想定できます。  

以 上 の よ う な こ と も 含 め 、 総 合 的 に 判 断 し た 場 合 、 現 時 点 で は 、 中 央

審 議 会 の 答 申 、 国 に よ る 検 証 、 並 び に 県 内 の 動 向 等 に 注 視 し な が ら 研 究

していく必要があると考えられます。  

な お 、 保 ・ 幼 ・ 小 ・ 中 に お け る 学 び の 連 続 性 に つ い て は 、 そ の 充 実 に

努 め て い く こ と が 必 要 で あ る こ と か ら 、 そ の 前 段 階 と し て 、 本 町 で は 現

在 、 保 ・ 幼 ・ 小 の 連 携 に 取 り 組 ん で お り ま す 。 幼 児 教 育 に お き ま し て の

小 １ プ ロ ブ レ ム に も 影 響 す る 小 学 校 入 学 当 初 で の 学 習 プ ロ ブ レ ム へ の 対

応 、 小 学 校 以 降 の 教 育 を 意 識 し た カ リ キ ュ ラ ム の 実 施 が 保 ・ 幼 ・ 小 の 円

滑 な 接 続 を 図 る た め に も 必 要 と 考 え て お り ま し て 、 こ れ に 係 る 取 り 組 み

を進めているところです。  

ご理解、よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   次に、２番  弓仲利博君。  

２番議員（弓仲利博君）   よろしくお願いいたします。  

１ .待機児童についてご質問いたします。  

「 川 西 こ ど も 園 に 入 園 を 希 望 し て い ま す が 、 定 員 い っ ぱ い で 入 れ ず 、

待 機 状 態 で 順 番 待 ち で す 」 と 、 児 童 の 親 御 さ ん か ら の 声 を 聞 き ま す が 、

設 備 規 模 ・ 敷 地 面 積 な ど を 考 慮 す る と 、 も う 少 し 受 け 入 れ 人 数 を 増 や す

こ と が 可 能 の よ う に 思 わ れ る の で す が 、 町 と し て は ど の よ う に 対 応 さ れ

ているのでしょうか。  

ま た 、 成 和 保 育 園 は ま だ 少 し の 入 園 が 可 能 の よ う で す が 、 川 西 幼 稚 園 、

成 和 保 育 園 の 年 齢 ご と の 各 ク ラ ス の 定 員 と 現 在 の 受 け 入 れ 人 数 と 、 川 西

こ ど も 園 の 幼 稚 園 部 分 と 保 育 所 部 分 の 各 ク ラ ス の 定 員 と 現 在 の 受 け 入 れ

人数及び自己都合待機の児童の状況をお知らせ願いたいと思います。  

続きまして、２ .建物の耐震状況について。  

保 田 に あ る 成 和 保 育 園 の 各 建 物 の 建 築 年 と 耐 震 補 強 工 事 の 施 工 状 況 を

教えていただきたいと思います。  

よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   弓仲議員の御質問にお答えいたします。  

初 め に 、 待 機 児 童 に つ い て の ご 質 問 で 、 ま ず 、 川 西 こ ど も 園 の 受 け 入

れ 人 数 を 増 や す こ と へ の 対 応 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 受 け 入 れ 人 数 を

増 や す こ と に つ い て は 、 以 前 よ り 町 か ら 川 西 こ ど も 園 に 要 望 し て い る と

こ ろ で ご ざ い ま し て 、 ２ 歳 児 、 ３ 歳 児 、 ５ 歳 児 ク ラ ス に お い て 、 定 員 お

の お の １ ５ 名 の と こ ろ 、 現 在 、 預 け 入 れ 希 望 の 状 況 を 踏 ま え て １ ６ 名 受
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け入れていただいております。  

受 け 入 れ 人 数 を 増 や す こ と に つ い て は 、 保 育 士 の 定 数 や 安 全 管 理 の 上

で の 基 準 を 遵 守 す る 必 要 が あ る な ど 、 安 易 な こ と で は ご ざ い ま せ ん が 、

子 育 て 世 代 の 皆 様 の 御 要 望 も お 伺 い し な が ら 、 こ れ か ら も 可 能 な 限 り 当

該 こ ど も 園 を 運 営 す る 社 会 福 祉 法 人 愛 和 会 様 と 調 整 を 行 っ て い く 所 存 で

ございます。  

次 に 、 令 和 元 年 ６ 月 １ 日 現 在 の 川 西 幼 稚 園 、 川 西 こ ど も 園 、 成 和 保 育

園の定員と利用人数についてお答えいたします。  

川 西 幼 稚 園 の 定 員 と 利 用 人 数 の 状 況 は 、 各 ク ラ ス 定 員 ４ ０ 名 に 対 し ま

し て 、 ３ 歳 児 ３ ４ 名 、 ４ 歳 児 ３ ６ 名 、 ５ 歳 児 ３ ７ 名 の 利 用 状 況 で ご ざ い

ます。  

川 西 こ ど も 園 、 １ 号 認 定 ・ 幼 稚 園 部 分 に つ き ま し て は 、 ３ 歳 児 、 ４ 歳

児 、 ５ 歳 児 各 ク ラ ス 定 員 ５ 名 に 対 し ま し て 、 受 け 入 れ 人 数 は 、 ３ 歳 児 ５

名 、 ４ 歳 児 ３ 名 、 ５ 歳 児 ０ 名 で ご ざ い ま す 。 ２ 号 ・ ３ 号 認 定 の 保 育 所 部

分 に つ き ま し て は 、 ０ 歳 児 ク ラ ス 定 員 １ ０ 名 に 対 し ま し て ８ 名 、 １ 歳 児

か ら ５ 歳 児 ま で の 各 ク ラ ス １ ５ 名 の 定 員 に 対 し ま し て は 、 １ 歳 児 １ ５ 名 、

２ 歳 児 １ ６ 名 、 ３ 歳 児 １ ６ 名 、 ４ 歳 児 １ ５ 名 、 ５ 歳 児 １ ６ 名 と い う 受 け

入れ状況でございます。  

成 和 保 育 園 に つ き ま し て は 、 ０ 歳 児 定 員 ９ 名 に 対 し ま し て ５ 名 、 １ 歳

児 定 員 １ ８ 名 に 対 し ま し て １ ４ 名 、 ２ 歳 児 定 員 １ ８ 名 に 対 し ま し て １ ９

名 、 ３ 歳 児 定 員 ２ ０ 名 に 対 し て １ ６ 名 、 ４ 歳 児 定 員 ２ ５ 名 に 対 し て １ ５

名 、 ５ 歳 児 定 員 ２ ０ 名 に 対 し て １ ９ 名 と い う 受 け 入 れ 状 況 で ご ざ い ま す 。  

次に、待機児童の状況についてお答えいたします。  

新 規 の 応 募 者 に は 、 成 和 保 育 園 、 川 西 こ ど も 園 の 両 園 の 年 齢 ご と の 定

員 総 数 と 、 新 規 で 受 け 入 れ る 可 能 性 の あ る 児 童 数 を 説 明 し て お り ま す 。

ま た 、 第 １ 希 望 で 入 れ る 見 込 み が 低 い 場 合 に は 、 別 の 園 も 第 ２ 希 望 と し

て 検 討 い た だ け る よ う 説 明 も し て お り ま す 。 し か し 、 ま れ に 第 １ 希 望 の

申 し 込 み し か さ れ な い 家 庭 も あ り 、 そ の 場 合 は 、 特 定 の 園 し か 希 望 し な

い 自 己 都 合 待 機 で あ る た め 、 国 の 待 機 児 童 調 査 の 基 準 で は 待 機 児 童 に は

カ ウ ン ト さ れ ま せ ん 。 本 町 も こ の よ う な 国 に 準 拠 し た 基 準 で 考 え て お り

ます。  

川 西 こ ど も 園 の み を 希 望 さ れ る 方 の 待 機 児 童 は 、 １ 歳 児 ４ 名 、 ２ 歳 児

４名という状況でございます。  

続 き ま し て 、 成 和 保 育 園 の 建 物 の 建 築 年 と 耐 震 状 況 に つ い て お 答 え い

たします。  

ま ず 、 児 童 の 利 用 し て い く 保 育 棟 は 昭 和 ５ ０ 年 に 建 築 さ れ て お り 、 専

門 家 に よ る 耐 震 診 断 を 平 成 ２ １ 年 度 に 実 施 さ れ て お り ま す 。 そ の 診 断 で 、

耐 震 改 修 不 要 と 診 断 を 受 け て お り ま す 。 給 食 調 理 の 棟 に つ き ま し て は 、

成 和 保 育 園 に 確 認 い た し ま し た と こ ろ 、 詳 細 な 建 築 年 は 不 明 で 、 昭 和 ４
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０ 年 ご ろ に 建 築 さ れ た と 回 答 を 受 け て お り ま す 。 給 食 棟 に つ い て は 児 童

が 利 用 す る 施 設 で は な い た め 、 耐 震 診 断 は 行 っ て い ま せ ん が 、 成 和 保 育

園において独自に補強工事を行い、必要な安全措置を講じております。  

私 立 の 保 育 所 の 耐 震 状 況 に 対 し ま し て は 、 建 築 物 の 耐 震 改 修 の 促 進 に

関 す る 法 律 な ど で は 町 は 所 管 行 政 庁 に は 当 た り ま せ ん が 、 震 災 発 生 時 に

は 子 ど も た ち の 生 命 に も 関 係 し て く る こ と で ご ざ い ま す の で 、 当 該 施 設

の耐震状況などには今後とも留意していきたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   弓仲議員。  

２番議員（弓仲利博君）   成和保育園保育棟は昭和５０年建築で、平成２１年

の耐震診断から１０年たちます。新耐震基準も近年何度か改正されていま

すが、１０年前の耐震診断が現在も有効なのでしょうか。  

ま た 、 成 和 保 育 園 給 食 調 理 棟 は 、 保 育 園 独 自 の 診 断 と 補 強 だ け で 本 当

に 大 丈 夫 な の で し ょ う か 。 給 食 調 理 棟 の す ぐ 横 を 児 童 た ち は 毎 日 何 回 も

行 き 来 し て い ま す 。 も し 地 震 、 倒 壊 、 火 事 で も 起 こ っ た ら と 、 大 事 な 子

どもを預ける親御さんたちは心配していますよ。  

川 西 こ ど も 園 が い っ ぱ い で 成 和 保 育 園 を 勧 め る の で あ る な ら ば 、 ま ず

こ れ ら の 不 安 点 を 解 消 し て 、 指 導 責 任 を 果 た し て い た だ き た い な と 考 え

ます。  

今 年 の ５ 月 に 、 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 改 正 案 が 衆 参 両 議 院 で 可 決 さ れ 、

こ の １ ０ 月 か ら 保 育 園 の 保 育 料 の 無 償 化 が 実 施 さ れ ま す 。 こ の こ と に よ

り 、 保 育 園 入 所 希 望 者 が 増 え る こ と が 予 測 さ れ ま す 。 こ れ ら を 踏 ま え て 、

町としては、今動かなくてはならないのではないでしょうか。  

川 西 町 の 少 子 化 で の 人 口 減 少 を 食 い と め る た め に も 、 子 育 て 支 援 の 問

題 は 重 要 な 案 件 の 一 つ で す 。 そ の 中 で も 最 も 身 近 で 見 逃 す こ と の で き な

い自己都合待機の現状にも御配慮願えれば幸いです。  

率直な御意見をお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   副町長。  

副  町  長（森田政美君）   まず、耐震の問題でございます。  

耐震の基準につきましては改正がございますけども、平成１８年１月の

国交省の告示によるＩ s値の目安というのは、０ .６があれば地震に対する

倒壊または崩壊する危険性が少ないということですので、保育棟につきま

しては問題ないと考えております。  

ただ、議員お述べの給食棟につきましては、見た限りでも危うい建物と

思いますので、先ほど町長が申しましたように、町としては監督庁ではご

ざいませんけども、改修についての指導というか ご助言というか、お願い

をさせていただきたいと考えております。  

それから、自己都合につきましては、どうしても愛和会のほうに通園し

たいというお気持ちはよくわかるんですけども、何分、教室があっても保
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育士の確保とか、園にはそれぞれの事情というものがございますので、そ

れは第１希望をかなえていただくことが一番よろしいとは思うんですけど

も、御家庭の事情でどうしても保育所に預けて働きにいかんなんとかいう

事情がございましたら、成和保育園にはまだ受け入れの余裕がございます

ので、そちらをお願いしているところでございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   ５番  松村定則君。  

５番議員（松村定則君）   おはようございます。松村定則であります。議長の

許可をいただきましたので、質問させていただきます。  

学校教育におけるＩＣＴ活用についてお伺いいたします。  

コ ン ピ ュ ー タ の 発 達 は 目 覚 ま し く 、 コ ン ピ ュ ー タ チ ッ プ は 、 私 た ち の

周 り の 道 具 に は ほ ぼ 組 み 込 ま れ て い る と 言 っ て も 過 言 で は あ り ま せ ん 。

特 に 携 帯 電 話 ・ ス マ ー ト フ ォ ン は 、 私 た ち の 生 活 に 溶 け 込 み 、 そ の 利 便

性 の 高 さ は 多 く の 人 が 体 験 し て お り ま す 。 仕 事 場 、 学 校 、 家 庭 に は パ ソ

コ ン が 普 及 し 、 最 近 は 使 い 勝 手 の よ い タ ブ レ ッ ト 端 末 が 出 回 っ て お り ま

す 。 時 代 の 流 れ に 伴 い 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト の 開 発 も 進 み 、 多 様 な

アプリが提供されております。  

文 部 科 学 省 で は 、 ２ ０ ２ ０ 年 度 か ら の 小 学 校 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 全

面 実 施 に 向 け て 、 教 育 課 程 編 成 や 学 習 指 導 等 の 側 面 と Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 整 備 の

側面との両面から計画的に進めることが必要であるとしています。  

川 西 小 学 校 で は 、 早 く か ら パ ソ コ ン を 導 入 し て 学 習 に 活 用 さ れ て い ま

す が 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実 施 に 向 け て の 研 修 や 教 材 研 究 等 の 準 備 や

ＩＣＴ環境整備についてお聞かせください。  

そ れ か ら 、 特 別 支 援 学 級 に 在 籍 の 生 徒 の 中 に は 、 読 む こ と 、 書 く こ と

に 困 難 さ を 持 つ 子 ど も さ ん が お ら れ ま す 。 書 字 に 困 難 が あ る 場 合 、 鉛 筆

で 紙 に 書 く と い う こ と が 難 し く て も 、 タ ブ レ ッ ト や パ ソ コ ン を 使 え ば 多

く の 文 章 を 書 く こ と が で き る と い う 事 例 が あ り ま す 。 読 む こ と に 困 難 が

あ る 場 合 は 、 デ ジ タ ル 教 科 書 な ど の 使 用 に よ り 困 難 さ を 改 善 ・ 軽 減 で き

た事例もあります。  

障 害 の あ る 子 ど も た ち の た め に タ ブ レ ッ ト を 活 用 し た 学 び で 認 知 機 能

の 改 善 、 学 習 意 欲 の 向 上 、 自 立 支 援 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 意 欲 の 向 上 に

有 効 で あ る こ と が 、 多 く の 大 学 や 研 究 機 関 な ど か ら 発 表 さ れ て お り 、 支

援学校などで導入されて、その成果を上げておられます。  

そ こ で 、 生 徒 一 人 一 人 の 障 害 の 状 態 に 応 じ 、 教 育 的 ニ ー ズ に き め 細 か

な 目 標 や 内 容 、 方 法 を 設 定 し た 個 別 の 指 導 計 画 に 基 づ き 、 本 人 ・ 保 護 者

か ら 自 己 所 有 の タ ブ レ ッ ト を 学 校 へ の 持 ち 込 み 許 可 の 申 し 入 れ が あ っ た

場 合 に 、 持 ち 込 み を 検 討 い た だ け る か 、 子 ど も た ち の 教 育 環 境 を ど う 整

備していかれるのか、お聞かせください。  

以上、質問とさせていただきます。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  
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教  育  長（山嶋健司君）   松村議員の御質問にお答えさせていただきます。  

最 初 に 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実 施 に 向 け て の 研 修 、 教 材 研 究 等 の 準

備、ＩＣＴ環境整備についてでございます。  

ま ず 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実 施 に 向 け た 研 修 と し て は 、 平 成 ２ ９ 年

１ １ 月 か ら 平 成 ３ １ 年 ２ 月 の 間 に 実 施 さ れ ま し た Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 教 育 エ バ ン

ジ ェ リ ス ト 育 成 研 修 へ 教 員 １ 名 を プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 指 導 者 と し て 派

遣し、研修を受講いたしました。  

ま た 、 昨 年 度 は 、 教 材 ソ フ ト 開 発 会 社 に Ｉ Ｃ Ｔ サ ポ ー ト 員 の 派 遣 を 依

頼 し 、 教 材 ソ フ ト 活 用 研 修 を 夏 季 休 業 期 間 中 に 実 施 し 、 本 年 ５ 月 に も 、

い わ ゆ る プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 の 実 施 に 備 え 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 材 活 用 研

修 を 小 学 校 に お い て 実 施 し て お り 、 教 職 員 の 校 内 に お け る Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 の

スキルアップに取り組んでおります。  

ま た 、 本 年 度 に お き ま し て は 、 来 年 度 よ り の 改 定 学 習 指 導 要 領 の 本 格

実 施 の 準 備 と し て 、 補 助 金 を 活 用 い た し ま し て 、 主 に 理 科 で 活 用 す る こ

とを目的としたプログラミング教材の整備を行うこととしております。  

次 に 、 Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 整 備 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 今 年 度 は 、 教 室 用 の

電 子 黒 板 に 接 続 す る タ ブ レ ッ ト Ｐ Ｃ を 、 普 通 教 室 １ ４ 台 、 特 別 支 援 教 室

５ 台 の 更 新 を 予 定 し て お り ま す 。 次 年 度 以 降 に お き ま し て も 、 国 に お け

る 教 育 の Ｉ Ｃ Ｔ 化 に 向 け た 環 境 整 備 ５ カ 年 計 画 、 す な わ ち 平 成 ３ ０ 年 か

ら 令 和 ４ 年 の ５ 年 間 で 学 習 用 コ ン ピ ュ ー タ を ３ ク ラ ス に １ ク ラ ス 分 の 整

備 、 教 職 員 の 働 き 方 改 革 の た め の 統 合 型 校 務 支 援 シ ス テ ム の 導 入 、 校 内

Ｌ Ａ Ｎ の 高 速 化 や セ キ ュ リ テ ィ 強 化 等 が 求 め ら れ て お り ま し て 、 計 画 的

整備に努めてまいりたいと考えております。  

次 に 、 特 別 支 援 学 級 入 級 児 童 や 、 入 級 に 至 ら な い ま で も 学 校 生 活 を 送

る 上 で 何 ら か の 学 び に く さ を 抱 え る 児 童 へ の 支 援 の 一 つ と し て 、 そ の 導

入 に よ り 成 果 を 上 げ て い る Ｉ Ｃ Ｔ ツ ー ル の 活 用 は 非 常 に 有 効 で あ る と 考

え て お り ま す 。 広 く 活 用 可 能 な ツ ー ル に つ き ま し て は 、 学 校 備 品 や 教 材

と し て 整 備 を 行 っ て い く こ と が 理 想 と は 考 え ま す が 、 財 政 状 況 な ど か ら

も、早急な整備は困難な状況にあることも否めません。  

し か し な が ら 、 学 び に く さ を 抱 え る 児 童 は 、 日 々 、 学 習 能 力 と は 別 に

困 難 さ を 抱 え な が ら 学 校 生 活 を 過 ご し て い る こ と も ま た 事 実 で あ り ま す 。

こ れ ら の 解 消 の た め に 、 児 童 所 有 の Ｉ Ｃ Ｔ ツ ー ル の 学 校 へ の 持 ち 込 み を

許 可 す る こ と は で き な い か と い う 御 質 問 で ご ざ い ま す が 、 持 ち 込 む こ と

に よ り 、 例 え ば 文 字 を 書 く の が 極 端 に 遅 く 、 板 書 に 追 い つ か な い 児 童 な

ら ば 、 カ メ ラ で 撮 っ て 文 字 認 識 ソ フ ト を 使 い 学 習 で き る 、 他 人 の 声 が 聞

き 取 り に く い 児 童 な ら ば 、 音 声 認 識 ソ フ ト を 使 用 し て 文 字 に す る 等 、 タ

ブ レ ッ ト 一 つ で 通 常 学 級 で の 授 業 が 受 け ら れ る 、 つ い て い け る 、 そ し て

理 解 で き る 授 業 が 広 が っ て い く と い う よ う に 、 有 効 な 手 法 に な る と 思 っ

ています。  
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一 方 、 課 題 と し て は 、 対 象 と な る の が 小 学 校 児 童 と い う こ と か ら 、 児

童 同 士 の や っ か み な ど が 生 じ な い か 、 保 護 者 間 の 理 解 が 得 ら れ る か 、 雪

崩 式 に 持 ち 込 み 要 求 が 出 て こ な い か 、 第 三 者 等 の 関 与 で 破 損 し た 際 の 補

償 等 々 の 問 題 が 想 定 で き ま す 。 こ れ ら の 課 題 等 検 討 し な け れ ば な ら な い

こ と も 多 々 想 定 さ れ ま す こ と か ら 、 導 入 を 行 っ て い ま す 学 校 の 状 況 の 確

認 や 、 直 接 対 応 す る こ と と な る 学 校 現 場 と も 調 整 し な が ら 、 で き る だ け

活用が可能となるよう検討してまいりたいと思っております。  

御理解をよろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   松村議員。  

５番議員（松村定則君）   プログラミング教育などの活用研修など、ＩＣＴ環

境整備を予定されているとの御回答、ありがとうございます。  

プ ロ グ ラ ミ ン グ 教 育 は 、 単 に パ ソ コ ン を 使 え る よ う に な る の が 目 的 で

は な く 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ の 論 理 的 な 思 考 力 を 身 に つ け 、 理 科 や 算 数 の 学

習につなげることが目的と申し添えておきます。  

そ れ か ら 、 タ ブ レ ッ ト の 活 用 の メ リ ッ ト は 、 子 ど も た ち だ け で は な く 、

先 生 方 に も 、 授 業 の 振 り 返 り や 情 報 の 共 有 な ど で 、 子 ど も た ち の よ り 理

解 し や す い 授 業 が で き る こ と が あ る よ う で す 。 タ ブ レ ッ ト の 持 ち 込 み は 、

子 ど も た ち や 保 護 者 な ど の 理 解 や 協 力 が 必 要 だ と 思 い ま す 。 不 安 が あ る

か ら 認 め な い の で は 、 前 に は 進 め ま せ ん 。 困 っ て い る の は 子 ど も た ち で

す。  

イ ン ク ル ー シ ブ 教 育 の 実 現 の た め に さ ら な る 御 検 討 を お 願 い し て 、 私

の一般質問を終わります。ありがとうございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   ４番  堀  格君。  

４番議員（堀   格君）   堀でございます。よろしくお願いいたします。  

教 育 長 へ の 質 問 が 続 い て お り ま す け れ ど も 、 私 も そ の 関 係 に な り ま す 。

そ れ だ け 教 育 関 係 に つ い て の 関 心 が 高 い ん じ ゃ な い か と 思 っ て お り ま す 。  

私は、全国学力・学習状況調査についてお伺いしたいと思います。  

全 国 的 な 児 童 生 徒 の 学 力 状 況 を 把 握 す る 全 国 学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 と い

う も の が 、 平 成 １ ９ 年 度 か ら 文 部 科 学 省 に お い て 実 施 さ れ ま し て 、 本 年

度 も 去 る ４ 月 １ ８ 日 に 、 小 学 校 ６ 年 生 、 中 学 校 ３ 年 生 の 児 童 生 徒 に 調 査

が 行 わ れ ま し た 。 調 査 の 内 容 は 、 教 科 に 関 す る 調 査 と 、 も う １ つ 、 生 活

習 慣 や 学 校 環 境 に 関 す る 質 問 趣 旨 に よ る 調 査 と ２ つ あ る ん で す が 、 そ の

うち教科に関する調査についてお伺いをいたします。  

教 科 に つ き ま し て は 、 国 語 と 算 数 ・ 数 学 に 加 え ま し て 、 平 成 ２ ４ 年 度

か ら ３ 年 ご と に 理 科 が 追 加 、 今 年 度 か ら 中 学 校 に は 英 語 が 追 加 さ れ ま し

た。その調査結果は、毎年夏ごろに発表されてまいりました。  

さ て 、 当 川 西 町 で は 、 人 口 減 少 を 抑 え る べ く 、 転 出 を 少 な く 転 入 を 増

や そ う と 、 魅 力 あ る ま ち づ く り と し ま し て 結 崎 駅 周 辺 の 整 備 や 企 業 の 誘

致 を 進 め て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 そ の ほ か に 、 や は り 若 い 人 に と っ
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て の 大 き な 関 心 事 は 教 育 環 境 で あ り ま す 。 そ の 観 点 か ら 言 い ま す と 、 先

ほ ど の 学 力 調 査 結 果 が 改 善 さ れ つ つ あ る と は い う も の の 、 ま だ 奈 良 県 の

平均には及んでいないというのは、まことに残念であります。  

テ ス ト の 平 均 点 が 全 て と い う わ け で は あ り ま せ ん が 、 わ か り や す い 指

標 で あ り ま す 。 こ れ ま で の 取 り 組 み に つ い て 、 ま ず お 伺 い を い た し ま す 。

よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   それでは、堀議員の御質問にお答えいたします。  

学 力 ・ 学 習 状 況 調 査 に つ き ま し て は 、 全 国 の 小 中 学 校 を 対 象 に 、 毎 年

小 学 ６ 年 の 児 童 と 中 学 ３ 年 の 生 徒 に 対 し 調 査 が 行 わ れ て お り ま す 。 学 力

調 査 に つ き ま し て は 、 国 に お い て も 言 わ れ て お り ま す と お り 、 学 力 の 一

部 に つ い て の 調 査 で あ る こ と 、 ま た 、 調 査 対 象 と な る 児 童 生 徒 は 毎 年 変

わることをまずは御理解いただきたいと思います。  

「 平 均 正 答 率 、 い わ ゆ る 平 均 点 に つ い て は 改 善 傾 向 で あ る が 、 ま だ 奈

良 県 平 均 を 下 回 っ て い る 。 こ れ ま で ど う い う 取 り 組 み を し て き た の か 」

と い う 御 質 問 で す が 、 ま ず 、 近 年 の 学 力 ・ 学 習 調 査 結 果 と し て 、 川 西 小

学 校 の 平 成 ２ ９ 年 度 は 、 国 語 Ｂ 、 い わ ゆ る 基 礎 的 ・ 基 本 的 知 識 ・ 技 能 を

活 用 す る こ と が で き る か ど う か に つ い て は 、 県 と 数 ポ イ ン ト 差 は あ る も

の の 、 他 の 国 語 Ａ 、 い わ ゆ る 基 礎 的 ・ 基 本 的 な 知 識 ・ 技 能 が 身 に つ い て

い る か ど う か 、 並 び に 算 数 Ａ 、 算 数 Ｂ に つ い て の 正 答 率 は 、 県 と ほ ぼ 同

ポ イ ン ト と な っ て お り ま す 。 ま た 、 ３ ０ 年 度 は 、 算 数 Ａ ・ Ｂ に お い て 県

を 数 ポ イ ン ト 下 回 っ て い ま す が 、 国 語 Ａ ・ Ｂ に つ い て は 、 県 と ほ ぼ 同 ポ

イントとなっています。  

次 に 、 式 下 中 学 校 に な り ま す が 、 平 成 ２ ９ 年 度 は 、 国 語 Ａ ・ Ｂ 、 数 学

Ａ ・ Ｂ と も 約 ５ ポ イ ン ト 、 県 よ り 低 い 状 況 で あ り ま し た が 、 平 成 ３ ０ 年

度 は 、 国 語 Ａ ・ Ｂ 、 数 学 Ａ ・ Ｂ と も 県 と ほ ぼ 同 ポ イ ン ト で あ り 、 国 語 Ｂ

に お い て は 県 を １ ポ イ ン ト 上 回 っ て い ま し た 。 特 に 平 成 ３ ０ 年 度 、 式 下

中学校としては大きく改善が見られたという結果となっております。  

学 校 ・ 委 員 会 に お き ま し て の こ れ ま で の 主 な 取 り 組 み と い た し ま し て

は 、 小 学 校 に お い て は 、 朝 の モ ジ ュ ー ル 時 間 の １ ５ 分 や 昼 休 み 時 間 を 活

用 し 、 国 語 、 算 数 等 で の 学 力 の 底 上 げ 、 ま た 、 一 部 学 年 で の 習 熟 度 別 指

導 の 導 入 に よ り 、 基 礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 っ て お り ま す 。 ま た 、 教 育 委 員

会 と い た し ま し て も 、 １ 年 生 に お け る 副 担 任 制 の 導 入 、 少 人 数 指 導 の 実

施 、 水 曜 日 に 実 施 し て い ま す 放 課 後 学 習 教 室 へ の 支 援 等 を 行 い な が ら 、

学力向上に向けての取り組みを図っているところであります。  

あ わ せ て 、 令 和 ２ 年 度 よ り 全 面 実 施 さ れ ま す 新 学 習 指 導 要 領 の 内 容 を

踏 ま え 、 中 学 年 で の 外 国 語 活 動 、 高 学 年 で の 外 国 語 授 業 を 教 育 課 程 に 位

置 づ け て 、 平 成 ３ ０ 年 度 よ り の 先 行 実 施 と し 、 新 学 習 指 導 要 領 に 位 置 づ

け ら れ て い ま す 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 実 現 に 向 け て の 授 業 改 善 や
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や、職員研修の充実に取り組んでまいりました。  

ま た 、 子 ど も た ち が 日 々 の 学 習 の 中 で 自 分 で 考 え 、 自 分 で 進 ん で 取 り

組 め る 学 習 態 度 の 醸 成 や 、 学 級 の 友 達 と 話 し 合 う 活 動 を 通 し て 考 え を 広

め た り 深 め た り す る 場 面 を 多 く 取 り 入 れ た 学 習 活 動 へ の 工 夫 、 実 践 を 大

切 に 、 平 成 ３ ０ 年 度 に お い て は 「 聞 く 力 」 の 育 成 に 重 点 を 置 き 、 全 校 体

制で指導方法の工夫改善にも取り組んでおります。  

ま た 、 学 習 状 況 調 査 の 結 果 か ら 、 基 本 的 な 生 活 習 慣 が 身 に つ い て い る

子 ど も た ち 、 家 庭 で の 学 習 を し っ か り 行 っ て い る 子 ど も た ち 、 自 己 肯 定

感 の 高 い 子 ど も た ち は 正 答 率 が 高 い 傾 向 に あ る こ と か ら 、 基 礎 学 力 定 着

の た め 、 学 校 で の 学 習 活 動 と と も に 、 各 御 家 庭 で の 基 本 的 な 生 活 習 慣 の

確 立 と 家 庭 学 習 の 習 慣 化 に つ い て 、 保 護 者 、 地 域 の 皆 様 方 に も 協 力 を 改

めてお願いしたいと考えているところです。  

委 員 会 と い た し ま し て も 、 令 和 ２ 年 度 に 新 学 習 指 導 要 領 に 変 更 と な る

こ と か ら 、 新 指 導 要 領 に 沿 っ た 形 で の 授 業 時 数 の 確 保 対 策 、 タ ブ レ ッ ト

端 末 等 の Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 の 整 備 等 に よ る さ ら な る 授 業 支 援 な ど に 取 り 組 ん で

ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、 一 層 の 御 支 援 、 御 協 力 に つ い て お 願

いいたしまして、御質問への回答とさせていただきます。  

議   長（伊藤彰夫君）   堀議員。  

４番議員（堀   格君）   御回答ありがとうございました。  

先 ほ ど の 回 答 に あ り ま し た よ う に 、 徐 々 に 平 均 正 答 率 が 上 が っ て き て

い る と い う 、 そ の 努 力 に 対 し ま し て は 改 め て 敬 意 を 表 し た い と 思 う ん で

すが、２点ばかり重ねて御質問したいと思います。  

こ の 調 査 の 目 的 は 、 調 査 し た だ け で な く て 、 調 査 し た 結 果 を 踏 ま え て 、

中 を よ く 分 析 し て 、 課 題 を 検 証 し て 、 改 善 を 図 っ て い く と い う と こ ろ に

あ る わ け で あ り ま す 。 そ れ に 伴 い ま し て 、 児 童 生 徒 へ の 教 育 指 導 の 充 実

や 学 習 状 況 の 改 善 に 役 立 て る と い う の が 本 来 の 目 的 で あ り ま す の で 、 こ

の調査・分析という点を大いに深めていただきたいと思います。  

奈 良 県 で い き ま す と 比 較 的 レ ベ ル の 高 い 生 駒 市 な ん か を 見 ま す と 、 担

当 の 方 に は 一 部 コ ピ ー を 渡 し ま し た け れ ど も 、 ホ ー ム ペ ー ジ を 見 ま す と 、

調 査 ・ 分 析 と い う の は 非 常 に 綿 密 に や ら れ て い る わ け で す ね 。 そ こ の と

ころを大いに深めていただきたいというふうに思います。  

そ の 中 で 、 こ の 調 査 に 関 し ま し て は 、 先 ほ ど 教 育 長 の 答 弁 が あ り ま し

た よ う に 、 ベ ー ス と な る 知 識 に 関 す る 調 査 と 、 そ の 知 識 を 活 用 す る 活 用

面 で の 調 査 と ２ つ あ る ん で す ね 。 川 西 町 の 場 合 に は 、 ど ち ら か と い い ま

す と 、 活 用 の ほ う が や や 低 い ト レ ン ド に あ り ま す の で 、 そ こ の と こ ろ を

改善していくようにしていただきたいと思います。  

２ つ 目 に 、 教 育 長 の 答 弁 に あ り ま し た け ど も 、 生 活 習 慣 の 関 係 も 大 い

に 学 力 に 影 響 が あ る と い う こ と で あ り ま す 。 現 在 の 学 校 の あ り 方 と し ま

し て 、 や は り 全 て の 責 任 を 学 校 の 先 生 に 負 わ せ る の で は な く て 、 学 校 と
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教 育 委 員 会 、 Ｐ Ｔ Ａ 、 そ れ だ け で な く て 、 今 は 地 域 住 民 等 が 力 を 合 わ せ

て 学 校 の 運 営 に 取 り 組 ん で い く 、 地 域 と と も に あ る 学 校 、 最 近 、 い わ ゆ

る コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル と 言 わ れ て お り ま す が 、 そ れ を 目 指 し て い か な

け れ ば な ら な い と 思 っ て お り ま す 。 我 々 も 微 力 な が ら 放 課 後 学 習 会 と い

う も の に 参 加 し て 、 少 し で も お 役 に 立 て れ ば と 思 っ て や っ て い る と こ ろ

であります。  

い ず れ に い た し ま し て も 、 こ れ か ら 学 校 と 学 校 以 外 の あ ら ゆ る 関 係 者

の 皆 さ ん が と も に 知 恵 を 出 し 合 っ て 、 一 緒 に 協 働 し な が ら 子 ど も た ち の

豊 か な 成 長 を 支 え て 、 地 域 と と も に あ る 学 校 づ く り を 進 め て い く こ と に

あ り ま す 。 そ の た め に は 、 当 局 の 積 極 的 な リ ー ダ ー シ ッ プ の 発 揮 を お 願

いしたいと思うんですが、いかがでしょうか。  

よろしくお願いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   学力・学習状況調査の結果分析は非常に重要な部分

だと思います。学力の部分につきましては、６年生、特に高学年になって

くるんですけれども、その先生方に直接「ちょっと分析してよ」と。そう

すれば、どの部分でつまずいているとかいうのが先生自身も非常に理解で

きるし、それに合わせた授業展開もできるのではないかということで、そ

の指導は一応やらせていただいています。  

分 析 結 果 に つ き ま し て は 、 県 な り 国 な り 、 そ れ な り に は 出 て く る ん で

す け れ ど も 、 町 と し て の 部 分 と い う の は 特 に は や っ て な い ん で す け ど も 、

授 業 の や り 方 、 進 め 方 等 に つ き ま し て 、 と り あ え ず 学 校 を 指 導 さ せ て い

た だ い て 、 そ れ か ら 委 員 会 の ほ う へ 返 っ て く る 。 そ れ に 基 づ い た 対 応 を

委 員 会 と し て は さ せ て い た だ く と い う よ う な 形 で 現 在 は 進 ん で お り ま す 。  

次 に 、 生 活 習 慣 の 影 響 と い う 部 分 は 本 当 に 非 常 に 大 き な 部 分 で 、 特 に

御 家 庭 で の 学 習 時 間 が 、 １ 学 年 が た し か ２ ０ 分 で し た か ね 、 そ う い う ふ

う な 形 で 一 般 的 に も 言 わ れ て い る ん で す け ど も 、 と て も そ こ ま で 行 っ て

い な い 。 そ れ と 、 テ レ ビ ゲ ー ム と か テ レ ビ の 時 間 、 ス マ ホ と か の 活 用 時

間 が 非 常 に 長 い 。 そ う い う 部 分 と い う の は 、 御 家 庭 の 中 で ル ー ル を 決 め

て い た だ い て 対 応 し て い く し か な い か な と 。 学 校 で 使 う も の で は な い の

で 、 そ う い う 部 分 で は 、 や っ ぱ り 保 護 者 の 御 理 解 、 御 協 力 は 必 要 不 可 欠

になってくると思います。  

そ れ と 、 も う 一 点 、 Ｃ Ｓ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の 件 な ん で す け れ ど

も 、 今 、 奈 良 県 版 Ｃ Ｓ と い う こ と で 県 の ほ う で は 進 め ら れ て て お り ま す 。

教 職 員 の 人 事 権 を 除 い た 部 分 の コ ミ ュ ニ テ ィ ス ク ー ル の 組 織 を 図 っ て い

く と い う 感 じ な ん で す け ど も 、 そ の 方 向 に 向 け て 、 去 年 度 か ら そ の リ ー

ダ ー 的 な 方 も 位 置 づ け さ せ て い た だ い て 、 ど う い う 形 で 進 ん で い く の が

一 番 い い の か 、 あ と 、 地 域 の 皆 さ ん の 御 協 力 を ど う い う 形 で 得 て い っ た

らいいのか、そういう部分について御協議願っているところです。  
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以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   次に、３番  福山臣尾君。  

３番議員（福山臣尾君）   福山臣尾でございます。議長の許可を得ましたので、

質問させていただきます。  

島の山古墳の整備について。  

平 成 ６ 年 か ら ８ 年 に か け 発 掘 調 査 が 完 了 し 、 平 成 １ ４ 年 ９ 月 、 島 の 山

古 墳 が 国 の 史 跡 指 定 を 受 け 、 出 土 品 は 国 の 重 要 文 化 財 の 指 定 を 受 け る こ

と と な り ま し た 。 本 町 と し て も 、 こ の 段 階 で 重 要 な 史 跡 と の 認 識 だ っ た

かと思います。  

平 成 １ ５ 年 、 島 の 山 古 墳 の 整 備 に つ い て 基 本 構 想 を 策 定 さ れ ま し た が 、

そ の 後 、 平 成 １ ７ 年 ４ 月 、 川 西 町 財 政 非 常 事 態 宣 言 の 発 令 、 平 成 ２ １ 年 、

川 西 小 学 校 耐 震 問 題 に よ り 、 平 成 ２ ４ 年 か ら ２ ５ 年 に か け 川 西 小 学 校 校

舎 の 建 て か え 工 事 、 そ の 後 、 結 崎 駅 周 辺 整 備 、 唐 院 工 業 団 地 企 業 誘 致 な

ど 大 型 案 件 に よ り 、 島 の 山 古 墳 整 備 計 画 は 当 初 の 予 定 よ り 大 幅 に お く れ

ました。  

２０１７年度川西町第３次総合計画  施策評価に関する報告書によりま

す と 、 ２ ０ １ ６ 年 （ 平 成 ２ ８ 年 ） 基 本 構 想 、 ２ ０ １ ７ 年 （ 平 成 ２ ９ 年 ）

保 存 活 用 計 画 （ 策 定 済 み ） 、 ２ ０ １ ８ 年 （ 平 成 ３ ０ 年 ） 報 告 書 ・ 基 本 計

画 、 ２ ０ １ ９ 年 、 追 加 指 定 ・ 基 本 設 計 、 ２ ０ ２ ０ 年 、 実 施 設 計 、 ２ ０ ２

１年、工事着手となっております。  

こ の 島 の 山 古 墳 を 住 民 同 士 の 憩 い の 場 、 学 習 の 場 に 、 史 跡 公 園 と し て

整 備 す る と う た っ て お り ま す が 、 島 の 山 古 墳 に つ い て 、 整 備 完 了 予 定 時

期 、 現 状 の 段 階 で の 計 画 、 そ の 他 進 行 状 況 、 計 画 の 変 更 等 が な い の か 、

ま た 、 い つ ご ろ 、 ど の 段 階 で 、 住 民 に 島 の 山 古 墳 整 備 に 関 し て の 思 い や

意 見 を 聞 く 機 会 を 持 た れ る の か 、 ま た 、 整 備 に 関 す る 説 明 を 行 う 機 会 を

つくっていただけるのか、お尋ねしたいと思います。  

よろしくお願いします。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   それでは、島の山古墳の整備につきまして、福山議

員の御質問にお答えさせていただきます。  

ま ず 、 島 の 山 古 墳 整 備 に 係 り ま す こ れ ま で の 経 緯 等 に つ き ま し て 、 少

し御説明を申し上げたいと思います。  

島 の 山 古 墳 は 、 平 成 １ ４ 年 ９ 月 に 国 の 史 跡 指 定 を 受 け ま し た が 、 国 の

三 位 一 体 の 改 革 な ど に よ る 交 付 税 の 減 少 な ど か ら 町 財 政 が 不 安 定 と な っ

た こ と 、 並 び に 小 学 校 の 建 て か え 等 の 大 型 事 業 を 優 先 し て 実 施 し た こ と

な ど に よ り 、 議 員 御 指 摘 の と お り 、 当 初 の 整 備 予 定 か ら 見 ま す と 、 大 幅

なおくれとなっております。  

そ の よ う な 状 況 で は あ り ま し た が 、 平 成 ３ ０ 年 度 末 現 在 に は 、 町 の 第

３ 次 総 合 計 画 に も あ り ま す よ う に 、 基 本 構 想 に 始 ま り 、 保 存 活 用 計 画 、
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島 の 山 発 掘 調 査 報 告 書 、 基 本 計 画 の 策 定 ま で を 終 え る こ と が で き ま し た 。  

以 降 の 整 備 計 画 に つ い て で あ り ま す が 、 基 本 計 画 策 定 時 に 島 の 山 古 墳

の 現 状 を 再 度 確 認 す る た め に 、 整 備 検 討 委 員 会 の メ ン バ ー が 島 の 山 の 内

部 に 入 り ま し た と こ ろ 、 予 想 以 上 に 竹 が 繁 殖 し て い る こ と が わ か り ま し

た 。 議 員 お 尋 ね の 島 の 山 古 墳 の 整 備 に つ い て は 、 次 の 段 階 と し て 設 計 に

着 手 す る こ と に な り ま す が 、 基 本 設 計 を 策 定 す る に 当 た っ て は 、 さ き に

申 し 述 べ ま し た 竹 の 状 況 を 踏 ま え て 行 う 必 要 が 生 じ て ま い り ま し た こ と

か ら 、 今 年 度 中 に 島 の 山 古 墳 整 備 検 討 委 員 会 を 数 回 開 催 し て 、 そ の 協 議

の 中 で 竹 の 状 況 等 も 精 査 し な が ら 基 本 設 計 の 策 定 を 行 い 、 そ れ を も と に

令 和 ２ 年 度 に 実 施 設 計 、 当 該 実 施 設 計 に 基 づ く 工 事 を 令 和 ３ 年 度 か ら ス

タートさせていく予定としております。  

整 備 完 了 ま で は 約 １ ０ 年 の 期 間 を 想 定 し て お り ま す が 、 そ の 中 で 期 間

を ３ 期 に 分 け て 推 進 し 、 各 期 の 終 了 時 に は 仮 公 開 を 行 い な が ら 、 令 和 １

３ 年 度 の 整 備 完 了 を 目 指 し て い る と こ ろ で す 。 整 備 期 間 が 長 期 に な る こ

と に つ き ま し て は 、 さ き に も 述 べ ま し た よ う に 、 や む を 得 ず 竹 の 伐 採 処

理や護岸工事等に数年かかってしまうことによるものです。  

次 に 、 計 画 変 更 の 有 無 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 基 本 的 に は 、 今 ま で

申 し 上 げ て ま い り ま し た ス キ ー ム で 進 め て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。  

ま た 、 古 墳 領 内 で 未 買 収 と な っ て お り ま し た 土 地 １ 筆 に つ い て 、 平 成

３ ０ 年 度 に 地 権 者 の 承 諾 が 得 ら れ ま し た こ と か ら 、 追 加 指 定 に 向 け た 意

見 具 申 な ど を 文 化 庁 に 提 出 し ま し た と こ ろ 、 今 年 度 中 に も 追 加 指 定 と な

る見込みとなりましたことを報告させていただきます。  

御 質 問 の 最 後 の 住 民 の 皆 様 の 御 意 見 を 聞 く 機 会 の 設 定 並 び に 整 備 に 関

す る 説 明 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 こ れ に つ き ま し て は 、 本 年 度 中 の パ

ブ リ ッ ク コ メ ン ト の 実 施 を 予 定 し て お り ま す 。 ま た 、 同 様 に 住 民 の 皆 様

と と も に 効 率 的 ・ 継 続 的 な 協 働 体 制 を 確 立 し て い く た め の 、 仮 称 に な り

ま す が 、 史 跡 島 の 山 古 墳 保 存 活 用 協 議 会 の 立 ち 上 げ に つ い て も 検 討 し て

まいりたいと考えているところです。  

現 在 の 島 の 山 古 墳 整 備 に 係 り ま す 状 況 と い た し ま し て は 以 上 と な り ま

す が 、 引 き 続 い て の 御 支 援 、 御 協 力 に つ い て お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 回

答とさせていただきます。  

議   長（伊藤彰夫君）   福山議員。  

３番議員（福山臣尾君）   御回答ありがとうございます。  

現 在 、 島 の 山 古 墳 の 現 状 を 見 る と 、 か な り 竹 が 生 え て 、 厳 し い 状 態 か

な と 思 い ま す 。 で も 、 今 年 で す か 、 大 阪 府 の 百 舌 鳥 ・ 古 市 古 墳 群 が 世 界

文 化 遺 産 に 登 録 さ れ 、 近 年 は 古 墳 ブ ー ム と い う こ と も 言 わ れ て お り ま し

て 、 古 墳 女 子 、 古 墳 ガ ー ル と 呼 ば れ る 方 も 存 在 し て い る よ う な の で 、 １

０ 年 と 言 わ ず 、 で き る 限 り 早 く 整 備 計 画 を 進 め て い た だ き た い な と 思 い

ます。  
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整 備 計 画 で す け ど も 、 費 用 負 担 と か そ の 辺 は ど の よ う に な っ て い る の

か、わかっている範囲でお答え願いたいと思います。  

議   長（伊藤彰夫君）   教育長。  

教  育  長（山嶋健司君）   すいません、今ちょっと細かい資料の持ち合わせが

ないので。国・県の負担が当然ありまして、県と町が大体同じ金額になり

ます。（「割合というのは」と福山臣尾君呼ぶ）  

ち ょ っ と そ こ は 頭 に 残 っ て な い の で 。 変 わ っ て く る の で 。 申 し わ け な

いです。  

議   長（伊藤彰夫君）   ７番  福西広理君。  

７番議員（福西広理君）   おはようございます。７番  福西広理でございます。

議長の許可をいただきましたので、事前通告書どおり、川西町人口ビジョ

ン及び川西町まち・ひと・しごと総合戦略について質問いたします。  

平 成 ２ ７ 年 度 に ５ カ 年 計 画 で 策 定 さ れ た 川 西 町 人 口 ビ ジ ョ ン 及 び 川 西

町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 総 合 戦 略 が 、 本 年 度 で 最 終 年 度 と な り ま す 。 こ の

総 合 戦 略 は 、 平 成 ２ ６ 年 に 公 布 さ れ た ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 法 に 基 づ

き 、 本 町 の 人 口 減 少 に 歯 ど め を か け 、 将 来 に 向 か っ て 活 力 あ る 川 西 町 を

維 持 す る た め の 施 策 ・ 計 画 と さ れ て お り 、 大 ま か に ４ つ の 基 本 目 標 が 設

定されております。  

そ こ で 質 問 で す が 、 総 合 戦 略 策 定 か ら ３ 年 経 過 し た 現 段 階 で 、 当 初 設

定 し た Ｋ Ｐ Ｉ の 達 成 状 況 、 施 策 の 見 直 し や 改 定 状 況 、 ま た 、 川 西 町 の 人

口推移はどのようになっているのかをお示しいただきたいと思います。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、福西議員の御質問にお答えいたします。  

川 西 町 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 総 合 戦 略 と は 、 人 口 急 減 ・ 超 高 齢 化 と い う

我 が 国 が 直 面 す る 大 き な 課 題 に 対 し 、 政 府 と 地 方 が 一 体 と な っ て 取 り 組

み 、 各 地 域 が そ れ ぞ れ の 特 徴 を 生 か し た 自 律 的 で 持 続 的 な 社 会 を 創 生 す

ることを目指すため策定した５カ年の計画になります。  

川西町まち・ひと・しごと総合戦略には、４つの基本目標、「１  地域

に お け る 安 定 し た 雇 用 を つ く る 」 、 「 ２  新 し い 人 の 流 れ を つ く る 」 、

「 ３  若 い 世 代の 結婚 ・ 出 産 ・子 育 ての希 望 を か なえ る 」、「 ４  時 代 に

合 っ た 地 域 を つ く り 、 安 心 な 暮 ら し を 守 る と と も に 、 地 域 と 地 域 を 連 携

す る 」 を 設 け て お り ま す 。 こ ち ら の 基 本 目 標 に は 全 部 で ３ ４ の Ｋ Ｐ Ｉ

（ 業 績 評 価 指 標 ） が 設 け ら れ て お り 、 Ｋ Ｐ Ｉ の 達 成 状 況 に つ い て は 、 本

町 で は 総 合 戦 略 の 検 証 は 最 終 年 度 に 行 う こ と と し て お り ま す の で 、 現 在 、

そ の 検 証 を 進 め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 こ の 検 証 結 果 を 踏 ま え た 上

で 、 施 策 の 見 直 し 、 改 定 を 行 い 、 第 ２ 次 総 合 計 画 の 策 定 を 行 う 予 定 と し

ております。  

次 に 、 人 口 推 移 で ご ざ い ま す が 、 ２ ０ １ ６ 年 か ら ２ ０ １ ８ 年 の ３ 年 間

は 、 死 亡 と 出 生 の 人 口 増 減 で あ る 自 然 増 減 は マ イ ナ ス で ご ざ い ま し た が 、
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転 出 と 転 入 に よ る 人 口 増 減 で あ る 社 会 増 減 は プ ラ ス で 推 移 し て お り ま す 。

ま た 、 平 成 ２ ７ 年 の 総 合 戦 略 策 定 時 に お け る 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研

究所の将来推計人口では、２０４０年に５ ,７１１人であったのが、最新

の将来推計人口では、６ ,０２４人に改善されておるところでございます。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   まず、ＫＰＩの達成状況について現在検証を進めて

いるところと御答弁いただきましたが、この総合戦略は平成２７年度から

令和元年度までとされており、今年度が最終年度となっておりますが、計

画を策定してから最終年度まで、一度も評価検証を行っていなかったとい

うことになります。  

川西町まち・ひと・しごと総合戦略の「基本姿勢」の項目に「ＰＤＣＡ

サイクルの構築を行う」と明記されておりますが、検証と見直し、改定と

いう部分が全く行われていなかったのはなぜなのかという部分、もしくは、

この総合戦略は本町にとって重要施策ではなく、国からの地方創生関連の

補助金を引っ張ってくるためのみのツールであるとして、本町職員の労力

を評価・検証には割かないと考えておられるのか、町長のお考えをお示し

いただけますでしょうか。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   福西議員仰せのとおり、川西町まち・ひと・しごと

総 合 戦 略 に は 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル の 構 築 を 行 う こ と と さ れ て お り ま す 。

御 指 摘 の 事 項 で ご ざ い ま す が 、 こ の サ イ ク ル の 中 で 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の う ち の

チ ェ ッ ク 、 ア ク シ ョ ン の 部 分 が で き て い な い の で は な い か と い う こ と で

ご ざ い ま す が 、 本 町 の 総 合 戦 略 の Ｋ Ｐ Ｉ に は 毎 年 度 測 定 で き な い 指 標 も

含 ま れ て お り ま す こ と か ら 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た と お り 、 当 初 の 実 施

段 階 か ら 最 終 年 度 で 検 証 す る こ と と し て お る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 し た

が い ま し て 、 仰 せ の と お り 、 最 終 年 度 を 迎 え て 、 い ま だ チ ェ ッ ク 、 ア ク

ションができていない状況にはなっております。  

た だ 、 そ の 中 で も 地 方 創 生 の 交 付 金 事 業 に つ い て は 、 最 終 年 度 を 待 た

ず に 外 部 の 有 識 者 を 招 い て 検 証 を 行 っ て お り ま す 。 ま た 、 町 の 最 上 位 計

画 で ご ざ い ま す 第 ３ 次 総 合 計 画 に お き ま し て は 、 こ ち ら の 総 合 戦 略 を 含

む 全 て の 町 の 施 策 を 網 羅 し て お り ま す の で 、 そ の 中 で 総 合 戦 略 に 関 係 す

る 施 策 の 検 証 を 毎 年 度 実 施 し て お る と 認 識 し て お る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

次 に 、 本 町 に と っ て の 総 合 戦 略 の 扱 い で ご ざ い ま す が 、 地 方 創 生 関 連

の 補 助 金 を 引 っ 張 っ て く る た め だ け の ツ ー ル と い う よ う な 位 置 づ け で は

な く 、 本 町 の 安 定 的 な 発 展 に 不 可 欠 で あ る 人 口 減 少 の 抑 制 等 、 地 域 振 興

の 基 本 方 針 で あ る と 考 え て お り ま す 。 し た が い ま し て 、 評 価 ・ 検 証 に つ

い て も 効 率 的 に 行 っ て い く べ き も の と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 唐 院 工 業
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団 地 周 辺 整 備 事 業 な ど は 、 そ の 取 り 組 み の 一 例 で あ る と 考 え て お る と こ

ろでございます。  

と は い え 、 ５ 年 間 と い う 長 い 計 画 期 間 に お き ま し て は 、 社 会 情 勢 の 変

化 な ど 、 当 初 計 画 か ら 大 き く 乖 離 が 生 じ 、 計 画 の 見 直 し が 必 要 と な る こ

と も あ り ま す の で 、 第 ２ 次 の 総 合 戦 略 の 策 定 に 当 た っ て は 、 計 画 期 間 途

中 で の 検 証 ・ 見 直 し を 検 討 す る と と も に 、 し っ か り と 現 計 画 の 検 証 を 行

っ た 上 で 、 効 果 の あ る 施 策 に 重 点 を 置 い た 計 画 に す る よ う 検 討 し て ま い

りたいと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   ありがとうございます。この総合戦略は、本町にと

って重要な基本方針であるということとして理解いたしました。  

この総合戦略は、平成２７年度に策定業務委託料として７５６万円を外

部業者に支払って策定しておりますが、第２期総合戦略は、今年度、令和

元年度中に策定しなければならないと認識しておりますが、今年度の当初

予算にこの策定業務委託料というものが計上されておりませんでしたけれ

ども、これは、本町職員独自で策定業務を行っていくということでよろし

いでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   これから第１次の総合戦略につきましてＫＰＩを含

む 数 値 目 標 の 検 証 、 取 り ま と め を 行 っ て い く 予 定 で ご ざ い ま す 。 議 員 仰

せ の と お り 、 次 の 第 ２ 期 総 合 戦 略 の 策 定 に つ い て は 、 こ れ か ら 今 年 度 の

下 期 に 策 定 を 計 画 し て お る ん で す け れ ど も 、 第 １ 次 で 業 者 の 力 を 活 用 さ

せ て い た だ い て 策 定 し て お り ま す の で 、 第 ２ 次 に つ い て は 職 員 で 対 応 さ

せていただきたいと、現在のところ考えておるところでございます。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   しっかりと検証結果を踏まえた上で、本町の特色を

捉えた独自の総合戦略の策定に当たっていただきますことをお願いいたし

ます。  

次 に 、 人 口 推 移 の 点 で す け れ ど も 、 自 然 増 減 は マ イ ナ ス に な っ て い る

が 、 社 会 増 減 は プ ラ ス に 推 移 し て い る と い う こ と で 、 こ れ は 本 町 が こ れ

ま で 行 っ て き て い た だ い た 施 策 が 非 常 に 有 効 に 働 い た も の で あ る と 評 価

するところでございます。  

た だ 、 こ ち ら も ど の 施 策 が 転 入 増 に つ な が っ た の か 、 ま た 、 ど の 施 策

の 効 果 が な か っ た の か と い う と こ ろ を し っ か り と 検 証 し 、 効 果 の あ る 施

策を重点的に行っていただきたいと思います。  

また、社人研の将来推計人口が、２０４０年に５ ,７１１人であったの

が 、 ６ ,０ ２ ４ 人 、 約 ６ ,０ ０ ０ 人 に 改 善 さ れ て い る と い う こ と で す が 、
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平 成 ２ ８ 年 に 作 成 し た 川 西 町 人 口 ビ ジ ョ ン の 中 で 、 本 町 の 目 標 人 口 は ２

０６０年におおむね６ ,０００人以上としていますので、社人研の予測と

は ２ ０ 年 の 乖 離 が あ り ま す 。 目 標 人 口 を 定 め て 人 口 減 少 に 歯 ど め を か け

る 対 策 は 重 要 で あ る と は 考 え ま す が 、 一 方 で 、 実 情 の 人 口 推 移 を 直 視 し 、

人口が６ ,０００人を下回っても、未来の川西町民に大きな負担を残さな

いまちづくりの計画が必要と考えます。  

今 後 の 結 崎 駅 周 辺 開 発 も 含 め 、 イ ン フ ラ 整 備 な ど の 長 期 計 画 を ど の よ

う に 立 て て い く の か 、 町 長 の 今 後 の 方 針 を お 聞 か せ い た だ け ま す で し ょ

うか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   福西議員の御質問でございますが、現実の人口推移

を直視して、人口が約６ ,０００人程度となっても、未来の川西町民に大

き な 負 担 を 残 さ な い ま ち づ く り 、 人 口 減 少 社 会 を 見 据 え た 長 期 的 な イ ン

フラ整備計画についてでございます。  

福 西 議 員 お っ し ゃ る と お り 、 行 政 規 模 に 応 じ た 、 負 担 に な ら な い イ ン

フ ラ ・ 公 共 施 設 の 状 況 を 維 持 し て い く こ と が 必 要 で あ る と 考 え て お り ま

す 。 し た が い ま し て 、 施 設 等 の 整 備 に つ い て は 、 基 本 的 に は 人 口 に 応 じ

た 縮 小 傾 向 で 移 行 し て い く も の と 考 え て お り ま す 。 し か し な が ら 、 一 方 、

人 や 企 業 に と っ て 住 み や す く 魅 力 あ る 将 来 の 川 西 町 を 築 い て い き 、 昼 間

人 口 や 関 係 人 口 を 増 加 さ せ 、 収 税 構 造 を 安 定 さ せ て い く と い う 観 点 も 必

要 と 感 じ て お り ま す の で 、 イ ン フ ラ 整 備 計 画 に つ い て は 、 一 面 を 捉 え る

の で は な く 、 多 面 的 に 比 較 考 量 し て 総 合 的 に 考 え て い く 必 要 が あ る の か

なと考えております。  

一 方 、 今 後 の 人 口 減 少 を 踏 ま え た 中 長 期 的 な 視 点 か ら は 、 公 共 建 築 物 、

イ ン フ ラ 施 設 の 維 持 管 理 、 更 新 、 長 寿 命 化 、 統 廃 合 を 計 画 的 に 行 い 、 財

政 的 な 負 担 を 軽 減 ・ 平 準 化 す る と と も に 、 最 適 な 配 置 ・ 運 用 の 実 現 に 向

け て 進 め る た め に 、 平 成 ２ ９ 年 ３ 月 に 川 西 町 公 共 施 設 総 合 管 理 計 画 を 策

定 し て お り ま す 。 そ の 中 で 、 施 設 の 更 新 ま た は 長 寿 命 化 の 試 算 も 行 っ て

い る わ け で ご ざ い ま す が 、 延 べ 床 面 積 や ト ー タ ル コ ス ト の 縮 減 に 関 す る

目 標 を 明 記 す る よ う な 形 の 、 よ り 具 体 的 な 当 該 総 合 管 理 計 画 へ の 改 定 も

今 後 行 う 予 定 で ご ざ い ま す の で 、 御 質 問 の イ ン フ ラ 整 備 の 長 期 的 な 計 画

につきましては、その中で考えていきたいと思っております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   川西町公共施設総合管理計画の改定を今後行う中で

長期的な計画を考えていくということですけれども、今年度の当初予算に

この計画改定の委託料５６９万円が計上されておりますので、今年度中に

改定を行っていただくと認識しておりますが、ここに各施設の個別計画の

策定はあわせて本年度中に行うのかどうかというのをお聞かせいただけま
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すでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   個別計画の策定でございますが、当初予算でも計上

しておるとおり、策定に向けて検討しておるところでございます。  

そ し て 、 個 別 計 画 な ん で す け ど も 、 政 府 の ほ う で 個 別 施 設 計 画 を 立 て

る よ う に と い う よ う な 指 針 が ご ざ い ま す が 、 特 に 本 町 に お き ま し て は 、

施 設 の 大 分 類 ご と 、 例 え ば 文 化 系 で あ っ た り 行 政 系 で あ っ た り 住 宅 系 で

あったりと、そういった形で策定していく予定でございます。  

以上でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   ということは、各担当課でそれぞれ行うのか、財政

課でその業務を担うのか、そこら辺はどのようにお考えでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   一義的には、担当課でございます総務課で担当させ

て い た だ き ま す 。 た だ 、 詳 細 に つ い て は 、 個 別 の 部 局 に 確 認 を と り な が

らという形になるかと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   福西議員。  

７番議員（福西広理君）   これから少子高齢化や人口減少が急激に進行し、財

政状況が厳しくなっていく社会の中で、公共施設の管理計画、ファシリテ

ィマネジメントというものが非常に重要であるとされております。  

本 町 に お き ま し て も 、 次 世 代 に 大 き な 負 担 を 残 さ な い 、 不 公 平 感 の な

い よ う に 、 し っ か り と し た 計 画 を 立 て て い た だ き 、 明 る い 活 力 あ る ま ち

づ く り に 取 り 組 ん で い た だ き ま す こ と を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 私 の 一

般質問を終了させていただきます。  

議   長（伊藤彰夫君）   １番  松井宏至君。  

１番議員（松井宏至君）   おはようございます。１番  松 井宏至でございます。

議長の許可をいただきましたので、質問させていただきます。  

私からは、町の「防災力」向上についての質問でございます。  

そ の 前 に 、 昨 晩 も 目 が 覚 め る よ う な 雷 が 鳴 り ま し た 。 あ の 大 雨 で 川 西

町 に 何 ミ リ の 雨 が 降 っ た か と い う こ と を 御 存 じ の 方 は こ の 中 に い ら っ し

ゃ い ま す で し ょ う か 。 約 １ ６ ミ リ か ら １ ８ ミ リ の 雨 が 約 １ 時 間 に わ た っ

て 降 り ま し た 。 あ れ が も し ２ 時 間 続 い て い ま し た ら 、 こ の 川 西 町 は ど う

な る か 、 ３ 時 間 降 り 続 く と ど う な る か と い う こ と を し っ か り と 認 識 し た

上 で 、 こ れ か ら は 私 た ち に 与 え ら れ た 時 間 と い う も の を 考 え て い か な く

てはならないと再認識させていただいたところでございます。  

それでは、質問に入らせていただきます。  

近 年 、 多 く の 地 震 に よ る 甚 大 な 被 害 の 報 告 が 後 を 絶 ち ま せ ん 。 大 和 川

水 系 に 囲 ま れ た 、 河 川 が 集 ま る 本 町 の 浸 水 被 害 も 、 年 々 被 害 の 頻 度 ・ 度
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合いも深刻になってきていると感じております。  

本 町 の 防 災 へ の 取 り 組 み は 、 国 が 定 め る 防 災 対 策 基 本 法 に 基 づ く 地 域

防 災 計 画 を 作 成 し 、 防 災 訓 練 、 図 上 訓 練 な ど の 実 施 や 防 災 体 制 の 強 化 、

自 主 防 災 計 画 な ど の 活 動 の 支 援 と 、 か な り の 充 実 を 図 っ て い る と こ ろ と

私も認識をしております。  

そこでお尋ねをいたします。  

防 災 の 取 り 組 み に 完 璧 な ど は あ り ま せ ん が 、 今 日 ま で の 町 の 取 り 組 み

を 踏 ま え 、 こ れ か ら の 防 災 力 向 上 の 課 題 は ど の よ う に あ る の か と い う こ

とをお聞かせください。  

よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   それでは、松井議員の御質問にお答えいたします。  

議 員 が お 述 べ の と お り 、 本 町 は 、 大 和 川 水 系 の 河 川 が 集 ま る 地 形 的 な

環 境 か ら 、 洪 水 な ど に よ る 災 害 を 受 け や す く 、 近 年 多 発 す る 豪 雨 や 台 風

に よ る 風 水 害 な ど 、 深 刻 さ を 増 し て い る も の と 感 じ て お り ま す 。 こ の こ

と か ら 、 町 民 の 皆 様 の 生 命 ・ 財 産 を 守 る こ と は 本 町 に と っ て 最 大 の 責 務

で あ り 、 こ れ ま で も 安 心 安 全 な ま ち づ く り を 目 指 し 、 さ ま ざ ま な 防 災 対

策に積極的に取り組んでまいりました。  

し か し な が ら 、 防 災 に 対 す る 取 り 組 み に つ い て は 、 議 員 が お 述 べ の と

お り 、 完 璧 な ど な く 、 災 害 時 に お い て 行 政 の 応 急 対 応 に も 限 界 が あ る こ

とは、東日本大震災を見ても明らかでございます。  

そ こ で 、 議 員 の 御 質 問 の こ れ か ら の 防 災 力 向 上 の 課 題 に つ い て で ご ざ

い ま す が 、 ま ず は 自 分 の 身 は 自 分 で 守 る 「 自 助 」 を 推 進 し て い く こ と 、

ま た 、 こ う し た 自 助 を 推 進 す る た め に も 、 地 域 や 近 所 で 助 け 合 う 「 共

助 」 を 推 進 し て い く こ と が 大 変 重 要 な 課 題 の 一 つ で あ る と 考 え て お り ま

す。  

こ の よ う に 、 自 助 ・ 共 助 を 確 立 し て い く と い う 観 点 か ら 、 本 町 と い た

し ま し て は 、 防 災 士 の 育 成 な ど の 各 自 治 会 の 自 主 防 災 組 織 の 活 動 に 関 す

る 支 援 、 地 域 の 防 災 力 向 上 に 大 き な 役 割 を 担 っ て い た だ い て い る 防 災 士

会 と 連 携 し た 広 報 や 、 防 災 訓 練 の 実 施 頻 度 を 増 や す な ど 、 町 民 の 皆 様 の

防災意識の向上や知識の普及に努めてまいりたいと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   松井議員。  

１番議員（松井宏至君）   ありがとうございました。今の答弁の中で、自助 ・

共助を確立していくという観点から、町においても４つの具体的な方向性

を示していただけたと思っております。  

防 災 士 の 育 成 。 こ れ は 、 防 災 士 の 資 格 を 取 得 す る の に は 少 し ハ ー ド ル

が 高 う ご ざ い ま す 。 ３ 日 間 の 講 習 の 後 、 レ ポ ー ト を 提 出 し て 、 防 災 士 の

試 験 を 受 け な く て は な り ま せ ん 。 若 干 の 費 用 も か か る と い う こ と か ら 、
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少 し ハ ー ド ル が 高 い か と 思 っ て お り ま す 。 ２ 番 目 の 自 主 防 災 活 動 の 支 援 、

３ 番 目 、 防 災 士 会 と の 連 携 、 ４ 番 目 の 防 災 訓 練 の ス キ ル の ア ッ プ 、 こ の

４ つ の 観 点 か ら 、 ど の よ う に し て 自 助 ・ 共 助 を 確 立 し て い く の か と い う

こ と が 、 こ れ か ら の 大 き な 課 題 で あ る の か な と 私 も 認 識 を し て い る と こ

ろでございます。  

少 し 昔 の 話 に は な り ま す が 、 東 日 本 大 震 災 に お い て は 、 自 助 ・ 共 助 ・

公 助 が 合 わ さ っ て 初 め て 防 災 の 前 後 の 対 策 が う ま く 働 く と い う こ と が 強

く 認 識 さ れ た と 言 わ れ て お り ま す 。 平 成 ２ ５ 年 に は 、 防 災 対 策 基 本 法 で 、

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ 、 す な わ ち 共 助 に よ る 防 災 活 動 の 推 進 が か な り 重 要 で

あ る と い う こ と が わ か り 、 住 民 が 自 発 的 に 考 え て 、 動 い て 、 そ し て 助 け

合うという ｢地区防災計画 ｣─地域と地区は違います。地域は、自治体、

い わ ゆ る 川 西 町 が 主 体 と な り ま す 。 し か し 、 地 区 と い う の は 、 私 た ち 住

民 が 、 小 さ な コ ミ ュ ニ テ ィ が 、 具 体 的 に は 大 字 が 、 仲 間 同 士 が 立 ち 上 げ

る も の を 地 区 防 災 計 画 と い う ふ う に さ れ て お り ま す が 、 こ れ が 平 成 ２ ６

年 ４ 月 １ 日 に 創 設 を さ れ ま し た 。 し か し な が ら 、 こ の 地 区 防 災 計 画 も な

かなかうまく動いていない現状がございます。  

そ う い っ た 中 で 、 東 日 本 大 震 災 の 後 も 数 多 く の 災 害 ・ 水 害 に 日 本 列 島

は 見 舞 わ れ て お り ま す し 、 今 後 も そ う い っ た 危 険 の 中 で 私 た ち は 生 活 を

し て い か な く て は な ら な い 。 こ れ は も う お の ず と 覚 悟 し な け れ ば な ら な

い と こ ろ で は ご ざ い ま す 。 し か し な が ら 、 そ の 地 区 防 災 計 画 制 度 が 導 入

さ れ 、 推 進 を し た 地 域 に お き ま し て は 、 災 害 時 の 、 そ し て 災 害 後 の 中 に

お い て は 、 非 常 に 成 果 が あ っ た と い う ふ う に 報 告 さ れ て お り ま す 。 現 に

命 を 守 る 、 命 を つ な ぐ の は 、 先 ほ ど の お 話 も あ り ま し た 自 分 自 身 な ん で

す 。 そ う い っ た 自 分 自 身 が 身 を 守 る と い う こ と を 、 意 識 を や は り 変 え て

い た だ か な く て は な ら な い 。 意 識 改 革 を ま ず も っ て 川 西 町 内 に お い て も 、

ま し て や 大 和 川 水 域 の 方 々 に 対 し て も 、 や は り 川 西 町 が 先 頭 を 切 っ て 周

知 し て い か な く て は な ら な い 責 任 が あ る の で は な い か と 私 は 考 え て お り

ます。  

そ の た め に も 、 今 の 町 の 組 織 の 中 で 、 で き る の で あ れ ば 、 時 限 で 構 わ

な い と 私 は 思 い ま す が 、 防 災 課 を 立 ち 上 げ て い た だ き た い と 考 え ま す 。

か な り の 重 労 働 に な る か と は 思 い ま す け れ ど も 、 一 定 の 水 準 を 満 た す ま

で は 、 や は り 防 災 課 を 設 け て い た だ い て 、 迫 り 来 る 大 き な 震 災 も し く は

水 害 に 対 し て 立 ち 向 か っ て い け る だ け の 体 制 と い う も の を 、 今 つ く っ て

いかなければならないのではないかと思っております。  

こ の 地 区 防 災 計 画 を つ く る に 当 た り ま し て 、 町 が 、 ま た 私 た ち が 幾 ら

声 を 高 ら か に 上 げ て も 、 な か な か 進 ん で い く も の で は な い と 私 は 捉 え て

お り ま す 。 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 の 中 で 、 い か に リ ー ダ ー を 育 成 す る か 、 防

災 士 の 育 成 を ど う や っ て や っ て い く か 。 こ れ が 今 、 各 地 元 に は 非 常 に 少

な い の で は な い か な と 認 識 し て お り ま す 。 こ の リ ー ダ ー を た く さ ん つ く



 - 37 - 

っ て い く た め に 、 今 後 ど の よ う な 対 策 を 進 め て い け ば い い か と い う こ と

をぜひ考えていただき、実行していただきたいと考えております。  

や は り 一 人 の 力 に は 限 界 が あ り ま す 。 ま し て や 公 助 と 言 わ れ る 行 政 に

も 限 界 が あ り ま す 。 こ の 限 界 と い う も の を 、 私 た ち 住 民 一 人 一 人 は な か

なか理解しているところまではいけていないと感じております。  

今 の ま ま で い き ま す と 、 結 局 は 責 任 逃 れ 、 ま た 誰 か に 責 任 を 当 て つ け

る と い う よ う な 最 悪 の 状 態 を 招 く と 、 こ こ は も う 確 信 し て い る と こ ろ で

ご ざ い ま す の で 、 ど う か 、 き ょ う を 境 に 、 川 西 町 の 防 災 に 対 し て の 意 識

を こ の 場 で 変 え て い た だ い て 、 こ れ か ら の 大 き な 自 然 災 害 に 対 し て の 心

構 え を 真 摯 に 持 っ て 、 そ の 体 制 を 構 築 し て い た だ き た い こ と を お 願 い し

て、私の質問を終わらせていただきたいと思います。  

以上です。ありがとうございました。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   松井議員がお述べの、防災に関する自助・共助・公

助 、 こ の 三 位 が う ま く 連 携 し て 三 位 一 体 と な っ て 防 災 に 立 ち 向 か う と い

う こ と は 、 非 常 に 大 事 な こ と で あ る と 考 え て お り ま し て 、 こ れ ま で も 役

場 に お き ま し て は 、 自 助 を 推 進 し て い く た め に 広 報 な ど で 啓 発 活 動 を 行

っ て お り ま し た が 、 今 後 も 一 層 取 り 組 ん で い き た い と 思 っ て お る と こ ろ

でございます。  

ま た 、 共 助 に つ き ま し て は 、 各 自 治 会 で 自 主 防 災 組 織 も ご ざ い ま す し 、

ま た 、 自 主 防 災 組 織 の リ ー ダ ー た ち と の 連 絡 協 議 会 で あ る 自 主 防 災 連 絡

協 議 会 も ご ざ い ま す 。 そ れ ぞ れ の 自 治 会 で の 取 り 組 み な ど 、 ま た 自 主 防

災 組 織 で も 連 携 が 必 要 で あ る こ と 、 こ れ も 一 層 協 力 ・ 協 議 し て い く こ と

が 必 要 で あ る と 考 え て お り ま す の で 、 ま た 取 り 組 ん で い き た い と 思 い ま

す。  

そ の 中 で の 地 区 防 災 計 画 で ご ざ い ま す が 、 こ ち ら は 各 自 治 会 の 自 主 防

災 組 織 が ま ず 一 義 的 に つ く ら れ る こ と に な る と 思 う ん で す け ど も 、 つ く

る こ と に 対 し て の 負 担 も な か な か 大 き い か と 思 い ま す 。 役 場 と し て も い

ろ い ろ 協 議 し な が ら 、 皆 様 方 の 御 支 援 に つ な が る 対 応 が で き れ ば と 考 え

て お り ま す の で 、 ま た 議 員 か ら も お 知 恵 を い た だ き た い な と 考 え て お り

ます。  

あ と 、 防 災 課 の 設 置 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 現 在 、 防 災 に 関 し ま し

て は 、 役 場 で は 総 務 課 が 対 応 し て お り ま す 。 ま た 、 防 災 担 当 と し て 数 年

前 よ り 消 防 署 の Ｏ Ｂ を 採 用 し て お り ま し て 、 一 義 的 に 防 災 関 連 に つ い て

は お 知 恵 を い た だ き な が ら 対 応 し て お る と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 現 状 で

は こ の 総 務 課 を 中 心 に 対 応 し て い き た い と 思 っ て お り ま す が 、 各 市 町 村

で 大 き な と こ ろ で は 防 災 担 当 の 課 と い う の を 特 別 に 設 置 し て い る と こ ろ

も ご ざ い ま す の で 、 ま た そ の 辺 の 状 況 も 調 査 ・ 研 究 の 上 、 検 討 し て ま い

り た い と 。 検 討 と い う の は 、 防 災 課 を 設 置 す る の か ど う か よ り も 、 総 務
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課 内 で ま ず は 対 応 で き な い か ど う か 、 そ の 辺 を し っ か り と 検 討 し て ま い

りたいと思っております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   １２番  芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。  

こ れ ま で も 議 論 を 重 ね て ま い っ て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 国 保 の 均

等 割 等 の 廃 止 に よ る 効 果 に つ い て 、 今 般 は 町 長 に 御 所 見 を お 伺 い い た し

ます。  

国 民 皆 保 険 制 度 の 要 で あ り ま す 国 民 健 康 保 険 で あ り ま す が 、 そ の 仕 組

み 上 の 問 題 と し て 、 被 用 者 保 険 に は な い 国 保 独 自 の 算 定 基 礎 と し て 、 一

軒 家 に 幾 ら 、 １ 人 当 た り 幾 ら と い う 平 等 割 と 均 等 割 の 仕 組 み が あ り ま し

て 、 こ れ に よ り 、 年 収 ベ ー ス で 同 程 度 の 被 用 者 保 険 の 加 入 者 と 比 べ ま す

と 、 そ の 保 険 料 に 倍 近 い 違 い が 生 じ る こ と に な ら ざ る を 得 な い の が 国 保

税 の 制 度 上 避 け ら れ な い 問 題 で あ る こ と は 、 町 長 も 御 承 知 の と お り で あ

ります。  

そ の 解 決 に 向 け ま し て 、 全 国 知 事 会 な ど 地 方 ６ 団 体 が 結 束 し て 声 を 上

げ て お り ま す よ う に 、 こ の 応 益 負 担 部 分 へ の 公 費 の 投 入 が 求 め ら れ る と

こ ろ で あ り ま す が 、 実 際 、 応 益 負 担 が な く な り ま す と 、 次 の よ う な モ デ

ル ケ ー ス で 見 て み た 本 町 国 保 の 場 合 で は 、 年 収 ２ ４ ０ 万 円 、 ２ ０ 歳 代 の

単 身 者 で は 、 現 行 １ ６ 万 ８ ,１ ０ ０ 円 が １ １ 万 １ ,１ ０ ０ 円 に 、 年 収 ４ ０

０万円、４０歳代の夫婦と子ども２人の４人家族では、現行４５万１ ,７

００円が２７万４ ,７００円に、年収２８０万円の年金暮らしの夫婦で、

夫 の 年 金 が ２ ３ ０ 万 円 、 妻 が ５ ０ 万 円 、 こ の ケ ー ス で ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢

者 夫 婦 世 帯 で は 、 現 行 １ ４ 万 ４ ,３ ０ ０ 円 が ７ 万 ３ ,１ ０ ０ 円 に そ れ ぞ れ

引 き 下 が り ま す の で 、 被 用 者 保 険 と の 違 い も 縮 小 さ れ る こ と と な り 、 実

施されれば、その効果は絶大と考える次第であります。  

こ う し た 方 向 へ の 制 度 整 備 に つ い て 、 そ の 効 果 も 含 め ま し て 、 町 長 御

自身の率直な御所見をまずお伺いいたします。  

加 え て 、 町 長 は 、 保 険 で あ る 以 上 や む な し と の 意 向 を 示 さ れ て お り ま

す が 、 住 民 税 非 課 税 者 等 が 対 象 と な る 保 険 税 等 の 法 定 減 免 の 対 象 者 に 対

し ま し て 、 保 険 税 と は い え 、 税 を 賦 課 す る こ と が 妥 当 か 否 か 、 こ の 点 に

ついても改めて御所見をお伺いいたします。  

ま た 、 高 齢 者 等 に 対 し ま し て 、 こ の 点 に つ い て の 免 除 措 置 を 講 じ る こ

とを特に求める次第であります。  

以上、御答弁のほど、よろしくお願いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   芝議員の御質問にお答えいたします。  

平 成 ３ ０ 年 度 か ら 、 国 民 健 康 保 険 法 の 改 正 に よ り 都 道 府 県 単 位 化 が 開

始 さ れ 、 奈 良 県 で は 、 令 和 ６ 年 度 を 目 標 に 、 保 険 給 付 及 び 保 険 税 負 担 を
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県全体で分かち合う方向で協議・検討を進めております。  

芝 議 員 仰 せ の 国 保 税 の 制 度 に つ い て で ご ざ い ま す が 、 以 前 も 申 し 上 げ

ま し た と お り 、 保 険 料 の 設 定 に つ い て は 、 加 入 者 の 人 数 、 年 齢 、 所 得 、

総 医 療 費 に よ り 大 き く 変 わ る も の で あ る こ と か ら 、 ほ か の 保 険 と の 比 較

を 数 字 だ け で 行 う も の で は な い と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 応 益 分 被 保 険

者 均 等 割 、 世 帯 別 平 等 割 へ の 公 費 投 入 に つ い て は 、 現 在 実 施 さ れ て い る

保険税の軽減対象となる低所得者への財政支援などの３ ,４００億円の継

続 的 な 公 費 の 投 入 が 不 可 欠 で あ る と 考 え て お り 、 今 後 医 療 費 が 増 大 す る

中 で 、 引 き 続 き 国 に お い て 国 保 の 抜 本 的 な 財 政 基 盤 の 強 化 策 を 検 討 し て

いただきたいと考えております。  

ま ず 、 町 と し て は 、 医 療 費 の 適 正 化 や 健 康 寿 命 へ の 取 り 組 み が 必 要 で

あると考えております。  

次 に 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 へ の 国 保 税 の 課 税 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

こ ち ら も さ き の 議 会 で も 申 し 上 げ た と お り 、 受 益 者 か ら の 一 定 の 保 険 税

負 担 は 必 要 で あ る と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 地 方 税 法 の 規 定 に よ り 、 保

険 税 を 計 算 す る 上 で 被 保 険 者 の 均 等 割 が 加 算 さ れ る 仕 組 み と な っ て い る

こ と か ら 、 住 民 税 の 非 課 税 世 帯 の 方 で あ っ て も 賦 課 さ れ る こ と に な り ま

す が 、 総 所 得 金 額 が 一 定 以 下 の 低 所 得 者 に つ い て は 法 定 軽 減 の 対 象 と な

り ま す の で 、 制 度 的 に 見 て も 低 所 得 者 層 へ の 配 慮 が 十 分 な さ れ て い る と

認識しております。  

最 後 に 、 高 齢 者 へ の 免 除 措 置 に つ い て も 、 さ き に 申 し ま し た と お り 、

統 一 保 険 料 を 目 指 し 県 全 体 で 制 度 に つ い て 検 討 を 行 っ て い る 段 階 で 、 各

市町村単位で実施・検討を行う要件ではないと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   まず、県下統一保険料を目指しておりますので、そ

れはそれで事を進めているわけですが、その段階で高齢者等あるいは低所

者等への保険料の免除云々をどうするかということは検討する時期でない、

こういうことでありました。  

そ し た ら 、 統 一 化 後 、 そ の 辺 は 市 町 村 の 手 だ て と し て 検 討 の 余 地 は あ

るという含みは残していると聞いておいてよろしいでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   先ほども申し上げましたとおり、県単位化に伴って、

ど こ の 地 域 に 住 ん で い て も 、 同 じ 家 族 構 成 、 同 じ 所 得 で あ れ ば 、 同 じ 保

険 料 を 賦 課 す る と い う こ と を 目 指 し て や っ て き て お り ま す の で 、 統 一 化

後 は も ち ろ ん そ れ に 基 づ い て 行 い ま す の で 、 町 独 自 で 軽 減 措 置 を と る と

いうことは行わないという方針で考えております。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   統一保険料はそういうものですので、それはそうい
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う考え方やというふうには思います。  

ま ず 、 そ も そ も 応 益 負 担 分 が あ り ま す の で 、 結 局 、 子 ど も が 増 え れ ば

増 え る ほ ど 、 世 帯 の 人 員 が 増 え れ ば 増 え る ほ ど 、 国 保 同 士 で 比 べ て 同 じ

年 収 で あ っ て も 、 保 険 税 が 加 算 さ れ て い く 、 こ う い う 形 に な る の が 仕 組

み の 問 題 で あ り ま す の で 、 全 国 自 治 会 を 初 め と し た 地 方 ６ 団 体 は 、 そ こ

に 着 目 を し て 、 応 益 負 担 分 に つ い て 公 費 の 投 入 を と い う こ と で 声 を 上 げ 、

仕 組 み の 改 善 を 求 め て い る と こ ろ で あ り ま す が 、 こ の 取 り 組 み 、 動 き 、

着目、ここについては町長御自身はいかがお考えになりますか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   基本的に国民健康保険は保険という制度でございま

す の で 、 受 益 と 負 担 を し っ か り と 考 え て 対 応 す べ き だ と 思 っ て お り ま す 。  

お 子 さ ん が 増 え る と 、 均 等 割 と い う こ と で 保 険 料 が 増 え ま す け ど も 、

一 方 で 、 お 子 さ ん も 保 険 を 使 っ て い る わ け で ご ざ い ま す の で 、 一 定 の 負

担は必要なのかなと思っております。  

た だ 、 所 得 に 関 し て 、 一 定 以 下 の 低 所 得 者 に 対 し て は 軽 減 措 置 が 図 ら

れ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す の で 、 そ ち ら が し っ か り と 今 後 も 維 持 さ れ

て い く よ う に 国 の ほ う で 対 応 し て い た だ け れ ば よ ろ し い か と 思 い ま す 。

６ 団 体 が 要 望 し て い る の も 、 そ う い う 観 点 か ら 要 望 し て い る の か な と 、

一 切 な く せ と い う わ け で は な い の か な と 私 は 認 識 し て お る と こ ろ で ご ざ

います。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   結果としてというのか、求める意図として、いずれ

に し て も 国 保 の 負 担 が 高 い と 。 そ れ が 、 国 民 皆 保 険 制 度 と し て 医 療 保 険

が 日 本 社 会 に は き ち ん と 定 着 し て い る け れ ど も 、 大 き く 分 け て 被 用 者 保

険 と 国 保 と が あ っ て 、 国 保 は 被 用 者 保 険 に 比 べ る と 、 同 レ ベ ル の 年 収 で

い け ば 、 保 険 料 、 保 険 税 が 倍 ぐ ら い 高 く な る 。 そ の 仕 組 み は 、 応 益 負 担 、

均 等 割 と 平 等 割 の 部 分 が あ る と い う こ と と 、 被 用 者 保 険 の 場 合 は 事 業 主

負 担 が あ る か ら 、 本 人 負 担 と 事 業 主 負 担 と で 折 半 に な っ て い る と い う 、

そ こ の と こ ろ が 大 き な 違 い な の で 、 地 方 ６ 団 体 が 目 を つ け た の は 、 や っ

ぱ り こ の 応 益 負 担 部 分 は 、 被 用 者 保 険 の 事 業 主 負 担 と い う こ と で い う た

ら 公 費 を 充 て た ら え え の と 違 う か と い う と こ ろ か ら の 動 き で 、 そ こ の 仕

組みの改善ということを求めているところと存じます。  

町 長 御 自 身 、 今 も 言 わ れ て い ま し た け れ ど も 、 低 所 得 者 に 対 す る 法 定

減 免 、 ７ 割 ・ ２ 割 ・ ５ 割 の 割 引 は き ち ん と 収 入 ・ 所 得 に 応 じ て 実 施 さ れ

て お り ま す け れ ど も 、 基 本 的 に 、 そ の 大 前 提 と し て 、 事 業 主 負 担 が な く

て 応 益 負 担 、 均 等 割 、 平 等 割 、 所 得 割 と い う こ の ３ つ の 区 分 で 基 礎 を 算

定 す る と い う 仕 組 み に な っ て い ま す の で 、 年 収 で 同 レ ベ ル や と 、 ど う し

て も 被 用 者 保 険 に 比 べ て 倍 近 く の 保 険 料 に な る と い う と こ ろ の 改 善 に 向

けての動きが地方６団体の動きやというふうに思っています。  
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そ の 解 決 で す が 、 現 行 の ま ま ず っ と 行 っ て 負 担 を お 願 い す る と い う の

も 一 つ の 方 法 で す し 、 今 の 制 度 を 改 善 せ ず 、 そ の 制 度 の 中 で 保 険 料 を ど

う す る の か 、 町 長 も 言 わ れ ま し た よ う に 、 住 民 の 皆 さ ん の 健 康 度 を 上 げ

て い っ て 、 病 気 の 早 期 発 見 ・ 早 期 治 療 に よ っ て 医 療 費 の 高 騰 も 抑 え て い

っ て 、 結 果 と し て 保 険 料 に そ れ が 反 映 し な い よ う に し て い く と い う 努 力

が 従 前 か ら ず っ と 積 年 取 り 組 ま れ て き て お り ま す け れ ど も 、 そ う い う 今

の 範 囲 内 で や っ て い く の か 、 ６ 団 体 が 動 き 出 し た よ う に 、 仕 組 み そ の も

の を 変 え て い こ う と い う と こ ろ が 、 今 、 一 つ の 大 き な 結 節 点 や と 私 は 思

うんです。  

そ う い う 全 体 の 流 れ 、 視 野 、 仕 組 み の 中 で 、 そ の 辺 の 解 決 へ の 模 索 の

必 要 性 に つ い て 、 私 は 必 要 や と 思 っ て い る ん で す け ど も 、 町 長 御 自 身 、

この辺についてはいかがお考えでありましょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   国民健康保険自体が、会社員が構成する保険制度と

比 べ て 同 じ 所 得 で あ っ て も 負 担 が 大 き い と い う の は 事 実 で あ ろ う か と 思

っております。  

た だ 、 そ う で あ る か ら と い っ て 、 そ こ に 対 し て 国 民 健 康 保 険 に 対 し て

多 額 に 国 費 を 投 入 す る と い う こ と は 、 い わ ば 将 来 世 代 へ 負 担 を 先 送 り す

る よ う な 形 に な る か と 考 え て お り ま す の で 、 あ く ま で も 保 険 を 享 受 す る

と い う 受 益 と 費 用 の 負 担 と い う と こ ろ の バ ラ ン ス は 考 え て い か な け れ ば

な ら な い の か な と 思 っ て お り ま す 。 そ の 中 で 、 会 社 員 が 所 属 す る 保 険 か

ら 国 保 に 対 し ま し て 費 用 が 投 入 さ れ て い る わ け で ご ざ い ま す け れ ど も 、

国 の ほ う で そ の 辺 の 仕 組 み を 抜 本 的 に 考 え て い た だ け れ ば い い の か な と

思 っ て お り ま し て 、 一 概 に 税 金 を 投 入 し て い く の は ど う な の か な と 私 は

考えております。  

で す か ら 、 社 会 全 体 で 抜 本 的 に 、 会 社 員 が 所 属 す る 保 険 と 国 民 健 康 保

険 と を う ま く 融 合 す る よ う な 形 で 検 討 し て も ら え た ら い い の か な と 考 え

ております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   仕組みの改善といいますか、その辺の保険制度の仕

組 み づ く り に つ い て は 、 町 長 も 改 善 の 必 要 は あ り と 、 そ う い う ふ う に お

考えだと今の話を聞いていて思いました。  

そ の 内 容 、 や り 方 、 ど う い う 仕 組 み づ く り を し て い く の か と い う こ と

に つ い て は 、 地 方 ６ 団 体 が 動 き 出 し た 応 益 負 担 へ の 公 費 の 投 入 と い う こ

と に ス ト レ ー ト に 、 そ う い う 方 向 で の 仕 組 み づ く り に 大 い に 声 を 上 げ て

い こ う と い う 話 で は あ り ま せ ん で し た け れ ど も 、 い ず れ に し て も 、 ど う

い う ふ う に 仕 組 み づ く り を し て い く の か 、 そ れ は 今 の ま ま 放 っ て お く の

と 違 っ て 、 改 善 の 余 地 は あ る と 。 国 の ほ う も 含 め て 社 会 全 体 で ど う い う
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保 険 制 度 に し て い っ た ら い い か と い う 点 に つ い て は 、 町 長 も 改 善 の 余 地

ありということやったかと思います。  

そ こ で 、 中 身 は 別 に し て 、 策 を 講 じ る と い う 必 要 性 は 町 長 も 一 定 程 度

お 示 し い た だ け た か と 思 う ん で す け れ ど も 、 従 前 か ら 議 論 を 重 ね て い る

問 題 で も あ り ま す が 、 国 保 の 法 定 減 免 、 低 所 得 者 の 皆 さ ん に 対 し て 、 ７

割 引 ・ ５ 割 引 ・ ２ 割 引 の 対 象 と な っ て い る 皆 さ ん に 対 し て の 話 で あ り ま

す が 、 そ も そ も 住 民 税 非 課 税 の 方 が 対 象 に な る と い う こ と で す の で 、 住

民 税 非 課 税 に 対 す る 国 保 税 の 賦 課 が 妥 当 か 否 か 、 こ う い う 話 で 、 町 長 と

し て は 、 保 険 で あ る 以 上 、 受 益 と 負 担 の 関 係 も あ っ て 、 応 分 の 負 担 や む

な し と い う お 考 え を 、 こ の 間 議 論 を 重 ね て い る と こ ろ で は 示 し て い た だ

いているところであります。  

そ も そ も 住 民 税 非 課 税 と い う こ と に 関 し て は 、 町 長 は ど の よ う に 認 識

を な さ っ て お ら れ ま す か 。 所 得 税 に お け る 住 民 税 が 非 課 税 、 一 定 額 か ら

下 は 住 民 税 非 課 税 と い う 税 制 上 の 非 課 税 制 度 、 こ れ に つ い て は 一 般 的 に

町長はどういうふうに認識されていますか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   住民税非課税という仕組みがあるということは、そ

れ 以 下 の 所 得 で あ れ ば 生 活 に 支 障 を 来 す と い う こ と で 、 税 の 非 課 税 、 い

わ ゆ る 免 除 措 置 が と ら れ て い る と 考 え て お り ま す の で 、 生 活 し て い く 上

での基本ラインなのかなと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   私も、住民税非課税の制度上の問題はそういうこと

や と 思 い ま す 。 や っ ぱ り 所 得 税 の 中 に お い て も 生 活 を 保 障 す る と い う こ

と で 、 住 民 税 非 課 税 と い う 制 度 が し か れ て い る と い う こ と だ と 思 い ま す 。  

そ の 住 民 税 非 課 税 の 方 が 対 象 に な っ て 、 国 保 の 場 合 、 法 定 減 免 の ７

割 ・ ５ 割 ・ ２ 割 の 割 引 が 適 用 さ れ る と い う こ と に な る わ け で す の で 、 そ

う い う 点 で 言 え ば 、 町 長 が よ く お っ し ゃ っ て い る 国 保 の 仕 組 み で 言 え ば 、

こ の 所 得 割 部 分 と 、 先 ほ ど 議 論 し て い ま し た 応 益 割 の 均 等 割 ・ 平 等 割 部

分 に な り ま す の で 、 住 民 税 非 課 税 の 観 点 か ら い け ば 、 そ し た ら こ こ で は

所 得 割 部 分 に つ い て の 非 課 税 と い う こ と で 、 応 益 部 分 だ け で ５ 割 引 ・ ７

割 ・ ２ 割 の 割 引 で 賦 課 し て 、 所 得 割 を 外 す と い う こ と で い け ば 、 住 民 税

非 課 税 の 基 本 的 な 考 え 方 と は 矛 盾 し て こ な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 す

る か せ ん か は 別 に し ま し て 、 非 課 税 者 に 対 す る 税 金 の 賦 課 、 こ の 考 え 方

としては町長はいかがお考えでしょうか。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   こちらは国民健康保険税と、「税」という名称はつ

い て お り ま す け れ ど も 、 基 本 、 保 険 制 度 で ご ざ い ま す の で 、 や は り 受 益

と負担のバランスで運営していく必要があると考えております。  
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で す の で 、 健 康 保 険 を 使 っ て い る 以 上 は 、 非 課 税 世 帯 の 方 で あ っ て も

一 部 賦 課 さ れ る の は 妥 当 で あ る と 考 え て お り ま す 。 た だ 、 そ の 負 担 の 軽

減 を 図 る 措 置 と し て 法 定 軽 減 が と ら れ て い る と い う こ と で ご ざ い ま す の

で、制度的にも私は特に問題ないと考えておる次第でございます。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   保険税と保険料という話も出ましたけれども、滞納

扱 い 云 々 の と き は 、 「 料 」 に 比 べ た ら 「 税 」 の ほ う が い ろ い ろ と 取 り 組

み が あ り ま す の で 、 そ の 辺 で 保 険 税 に な っ て い る の か な と 私 は 思 っ て い

るんですけれども。  

い ず れ に し て も 、 住 民 税 非 課 税 制 度 、 税 制 上 の 制 度 か ら 言 う と 、 税 制

と し て 非 課 税 者 に 対 し て 賦 課 さ れ て い る と い う の は 事 実 で あ り ま す か ら 、

そ こ の と こ ろ は 課 税 権 限 者 に 検 討 の 余 地 が あ る の か な と い う ふ う に 私 は

思っています。  

こ の 点 、 引 き 続 き 、 い か に 制 度 を 持 っ て い く の か と い う こ と は 議 論 を

進 め た い と 思 い ま す が 、 い ず れ に し て も 、 住 民 税 非 課 税 者 に 対 す る 軽 減

策 と し て は 、 現 行 制 度 上 さ ら に 取 り 組 み を 強 め て い く こ と を 求 め ま し て 、

質問を終わります。  

議   長（伊藤彰夫君）   これをもちまして一般質問を終わります。  

続きまして、日程第２、総括質疑に入ります。  

先 日 上 程 さ れ ま し た 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等

貸 付 事 業 特 別 会 計 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て よ り 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自

立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い て ま で の 承 認 案 件 １ 件 、 議 案 １

０件について、一括議題といたします。  

去 る １ ０ 日 、 当 局 よ り 提 案 説 明 が 終 わ っ て お り ま す の で 、 こ れ よ り 総

括質疑に入ります。  

総括質疑通告により、１２番  芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。所属常任委員会外の厚生委員

会部分について若干お尋ねをいたします。  

議 案 第 ３ １ 号 、 ぬ く も り の 郷 グ ル ー プ ホ ー ム 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

であります。  

こ れ は 、 本 年 １ ０ 月 か ら 実 施 が 見 込 ま れ て い ま す 消 費 税 １ ０ ％ 化 の 環

境 を 踏 ま え た 措 置 と の こ と で あ る よ う で あ り ま す が 、 そ の 辺 の 消 費 税 １

０％が実施される環境に変化があれば─質問通告書で言えば、今のまま

環 境 に 変 化 が な け れ ば 、 当 然 そ れ に 応 じ た 環 境 が 変 化 す る も の と い う こ

と を 踏 ま え て の 今 回 の 改 正 で あ り ま す の で 、 今 般 の 措 置 は 単 純 に ２ ％ 上

げ て い る も の で は な く て 、 １ ０ ％ 化 さ れ る 環 境 を 踏 ま え て の 変 更 だ と い

う こ と で あ り ま す が 、 そ の 環 境 が 変 わ ら な け れ ば 、 そ の 辺 は 現 状 の ま ま

で対応するのかどうかということについてお尋ねをいたします。  

ま た 、 ぬ く も り の 郷 の 食 材 料 費 一 般 に 関 し て で す け れ ど も 、 基 準 額 が
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１ ,３８０円に対しまして、平成２７年度から実施の低所得者への３８０

円 引 が 、 一 定 の 年 数 が 経 過 し た こ と や 他 事 業 所 と の 公 平 性 の 観 点 か ら 、

本 年 ７ 月 い っ ぱ い で 打 ち 切 る こ と に な っ て お り ま す け れ ど も 、 こ の 取 り

組 み は 、 そ の 差 額 の 補 塡 を 町 が す る 取 り 組 み で す の で 、 ど の 経 営 体 で あ

れ 、 こ の 方 針 に 影 響 が 及 ぶ こ と は な い と 私 は 思 う ん で す 。 そ こ に 貫 か れ

て い る の は 、 ３ ８ ０ 円 引 を す る と い う 町 の 姿 勢 の み と い う ふ う に 存 じ ま

す 。 こ の 点 、 そ の 姿 勢 を な ぜ 貫 か な い の か 、 あ わ せ て お 尋 ね を い た し ま

す。  

議   長（伊藤彰夫君）   長寿介護課長。  

長寿介護課長（岡田充浩君）   それでは、芝議員の御質問にお答えさせていた

だきます。  

ま ず 、 消 費 税 １ ０ ％ の 改 正 が 行 わ れ ず 、 現 状 の ま ま と な っ た 場 合 の 措

置 に つ い て で す が 、 今 回 の 食 材 料 費 の 改 正 は 、 消 費 税 引 き 上 げ に 伴 う 影

響 分 と し て 、 厚 生 労 働 省 が 示 す 基 準 費 用 額 に 準 じ て お り ま す 。 こ の 基 準

費 用 額 に は 、 飲 食 料 品 以 外 に も 調 理 に 要 す る 経 費 や 調 理 人 の 人 件 費 、 食

事 の 外 部 委 託 費 な ど も 考 慮 さ れ て い る た め 、 単 純 に ２ ％ 上 昇 分 の み が 反

映されているものではありません。  

し た が い ま し て 、 今 後 、 消 費 税 改 正 が 見 送 ら れ た 場 合 に つ き ま し て も 、

こ の 基 準 費 用 額 が こ の ま ま 適 用 さ れ る の か 、 見 直 し さ れ る の か の 状 況 を

見ながら、これに準じてまいりたいと考えております。  

次 に 、 グ ル ー プ ホ ー ム 入 居 者 の 食 材 料 費 の 負 担 に つ き ま し て 、 低 所 得

者 へ の 負 担 軽 減 の 取 り 組 み の 継 続 に つ き ま し て で す が 、 さ き の ３ 月 定 例

会 に て お 答 え い た し ま し た と お り 、 こ の 措 置 は 平 成 ２ ７ 年 当 時 の ぬ く も

り の 郷 グ ル ー プ ホ ー ム 入 居 者 を 対 象 に い た し ま し た 食 材 料 費 の 変 更 に 対

す る 激 変 緩 和 と い う 目 的 で 一 定 の 期 間 と ら れ た 軽 減 措 置 で あ り ま し て 、

当 該 入 居 者 に 対 し ま し て 激 変 緩 和 と い う 一 定 の 目 的 が 達 せ ら れ た と 判 断

で き る こ と 、 当 該 軽 減 措 置 を 続 け る こ と に よ る そ の 他 の 事 業 所 の グ ル ー

プ ホ ー ム 利 用 者 の 方 と の 不 公 平 性 を 解 消 す る と い う こ と か ら も 、 取 り 組

みの継続は適切でないと判断し、廃止させていただくものです。  

さ ら に 軽 減 措 置 を 拡 大 す る こ と は 、 保 険 料 が 主 要 な 財 源 で も あ り ま す

こ と か ら 、 介 護 保 険 の 特 別 会 計 を 健 全 に 維 持 し て い く 上 で も 熟 慮 し て 対

応すべきと考えております。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   芝議員。  

12番議員（芝  和也君）   消費税１０％に向けた周辺の環境を踏まえてのこと

と い う こ と で あ り ま す 。 い ず れ に し て も 、 決 論 的 に は 、 国 の 指 針 が 、 環

境 が 変 わ っ た ら 今 出 し て き た 指 針 を 元 ど お り と い う こ と に し た ら 、 そ れ

に従う、こういう話であったかと思います。  

そ し た ら 、 国 が 示 し た 指 針 が 元 に 戻 ら な け れ ば 、 消 費 税 が 引 き 上 げ ら
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れ よ う が 上 げ ら れ ま い が 、 こ の ま ま 今 般 の 改 定 ど お り 引 き 上 げ て い く と

い う こ と に な り ま す け れ ど も 、 そ こ は 全 体 の 環 境 と し て 消 費 税 が 上 が る

も の を 見 越 し て 、 基 準 が 引 き 上 が っ た か ら 上 げ る と い う こ と で 、 そ の 指

針 が 下 げ ら れ へ ん だ ら こ の ま ま 行 く と い う こ と で 今 の 答 弁 は 理 解 す る ん

で す け れ ど も 、 町 長 自 身 、 そ こ は 考 え 方 と し て ど う 見 は り ま す か 。 上 が

り も し て へ ん も の が 、 上 が る さ か い に 引 き 上 げ ん ね ん と い う の が 、 環 境

が 変 わ っ て も 下 が ら へ ん だ ら と い う 話 な ん で す け れ ど も 、 そ れ に つ い て

考え方としてお聞きしておきたいと存じます。  

そ れ と 、 食 材 料 費 の 激 変 緩 和 措 置 の 話 で あ り ま す け れ ど も 、 激 変 を 緩

和 す る と い う こ と で 実 施 し た こ と は 、 そ の と き の 判 断 や と 思 い ま す 。 大

体倍近くに上がることですので、それを３８０円引にして１ ,０００円に

と ど め た と い う こ と で す 。 そ の 激 変 緩 和 の 環 境 が 一 定 時 間 が た っ て 定 着

し て き た と い う こ と で 、 今 般 見 直 す と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ れ

は 、 物 価 が 下 が っ て き た り 、 あ る い は 収 入 が 増 え て き た り と い う こ と で

激 変 緩 和 措 置 を と っ て い た け れ ど も 、 も う 環 境 が 整 備 さ れ て き た な と い

う こ と で 、 そ の 措 置 を 外 す と い う の は 一 定 の 判 断 だ と は 思 い ま す け れ ど

も 、 そ の 辺 、 先 ほ ど の 課 長 の 言 葉 で 言 え ば 、 町 と し て 緩 和 が 達 成 さ れ た

と い う 判 断 を し て い る と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 達 成 さ れ た と い う

そ の 判 断 は ど こ か ら 来 て い る の か 。 加 入 者 の 皆 さ ん が 置 か れ て い る 状 況

と い う の は 変 わ り ま せ ん の で ね 。 そ の 辺 、 ど う 考 え る べ き か と い う こ と

で 、 町 の 姿 勢 を 貫 く べ き と 私 は 思 い ま す が 、 保 険 料 等 、 そ の 他 の 熟 慮 の

末 と い う こ と も あ り ま し た け れ ど も 、 そ の 辺 の 判 断 、 改 め て 町 長 の 御 所

見をお伺いいたします。  

議   長（伊藤彰夫君）   町長。  

町   長（竹村匡正君）   まず１つ目でございます。  

消 費 税 １ ０ ％ の 改 正 が 行 わ れ な か っ た 場 合 、 ど う 対 応 す る の か と い う

こ と で ご ざ い ま す が 、 先 ほ ど 課 長 か ら も 申 し 上 げ ま し た と お り 、 本 町 は 、

厚 生 労 働 省 が 示 す 基 準 に あ く ま で 準 じ て 対 応 し て ま い り た い と 考 え て お

り ま す の で 、 仮 に 消 費 税 が 改 正 さ れ ず 、 基 準 が そ の ま ま 適 用 さ れ た と す

れ ば 、 そ の ま ま 対 応 し ま す し 、 改 正 さ れ ず に ま た 元 に 戻 す と い う こ と で

あれば、それに応じて対応していきたいと考えております。  

そ し て 、 こ の 金 額 の 上 昇 が 単 純 に 消 費 税 増 税 分 が 反 映 さ れ て い る わ け

で は な い と い う こ と は 、 先 ほ ど も 課 長 が 申 し 上 げ て い る と お り で ご ざ い

ま す 。 昨 今 、 人 件 費 の 上 昇 な ど も ご ざ い ま し て 、 こ の 食 材 料 費 に は 調 理

員 の 人 件 費 で あ っ た り 運 搬 費 で あ っ た り 、 い ろ ん な も の が 加 味 さ れ て の

計 算 に 基 づ い て い る も の だ と 考 え て お り ま す の で 、 そ の 辺 の 中 身 に つ い

て は な か な か 詳 細 に 計 算 で き ま せ ん の で 、 先 ほ ど か ら 申 し 上 げ て お り ま

す と お り 、 厚 生 労 働 省 が 示 す 基 準 額 を 引 き 続 き 準 用 し て ま い り た い と 思

っております。  
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次 に 、 グ ル ー プ ホ ー ム の 食 材 費 の 軽 減 措 置 に 関 し て 、 一 定 の 目 的 が 達

せ ら れ た と い う 判 断 基 準 は ど こ だ と い う お 話 で ご ざ い ま す が 、 当 初 の 基

準 額 の 変 更 に 対 し て 、 そ の ま ま 対 応 す る と い う の は 突 然 の こ と で あ る と

い う こ と で 、 ４ 年 間 の 一 定 の 期 間 を 置 い た と い う こ と が い わ ゆ る 激 変 に

対 す る 対 応 だ と 考 え て お り ま す の で 、 こ の ４ 年 の 期 間 と い う の が 一 定 の

目 的 を 達 し た と い う よ う な 判 断 と 考 え て 対 応 し た と い う こ と で ご ざ い ま

す。  

以上です。  

議   長（伊藤彰夫君）   これをもちまして総括質疑を終わります。  

以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。  

本 日 の 会 議 は 、 こ れ を も っ て 散 会 い た し ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し

た。  

（午後０時０５分  散会）  
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日程第１ 承認第 6 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町住宅新築資金等貸付事業特別

会計補正予算の専決処分について 

日程第２ 議案第 24 号 令和元年度(平成 31 年度)川西町一般会計補正予算について 
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   款６ 土木費  
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  歳入 上記関係歳入   
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いて 

日程第５ 議案第 28 号 川西町森林環境贈与税基金条例の制定について 

日程第６ 議案第 30 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

日程第７ 議案第 33 号 定住自立圏の形成に関する協定書の変更について 

         

       
閉会 ９時４９分 
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川西町議会第２回定例会（議事日程） 

   

  
令和元年６月２１日（金）午後２時００分再開 

日程 議案番号 件           名 

      

      

第 1   委員長報告  承認第６号 

             議案第 24 号 ～ 議案第 33 号 

      

    質疑・討論 

      

    採決 

      

      

  （追加日程）   

      

第２ 承認第７号 
平成 30 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予算の専決処分につ

いて 

    
 

第 3 発議第 5 号 ｢再審法（刑事訴訟法の再審規定）｣の改正を求める意見書について 
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（午後２時００分  再開）  

議   長（伊藤彰夫君）   皆さん、こんにちは。  

これより令和元年川西町議会第２回定例会を再開いたします。  

た だ い ま の 出 席 議 員 は １ ２ 名 で 、 定 足 数 に 達 し て お り ま す 。 よ っ て 議

会は成立いたしましたので、これより本日の会議を開きます。  

日程第１、委員長報告を議題といたします。  

去 る １ ０ 日 の 定 例 会 に お い て 上 程 さ れ ま し た 、 日 程 第 ４ 、 承 認 第 ６ 号 、

令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分

に つ い て よ り 、 日 程 第 １ ４ 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る

協 定 書 の 変 更 に つ い て ま で の 承 認 案 １ 件 、 議 案 １ ０ 件 を 一 括 議 題 と い た

したいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

        （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、一括議題といたします。  

    そ れ で は 、 た だ い ま よ り 、 各 委 員 会 の 審 査 の 経 過 並 び に 結 果 に つ い て 、

順次委員長の報告を求めます。  

総務・建設経済委員長  安井知子君。  

総務・建設経済委員長（安井知子君）   総務・建設経済委員会  委員長報告。  

議 長 の 御 指 名 を い た だ き ま し た の で 、 総 務 ・ 建 設 経 済 委 員 会 を 代 表 い

たしまして委員長報告をいたします。  

当 委 員 会 は 、 去 る 令 和 元 年 ６ 月 １ ０ 日 の 本 会 議 に お い て 当 委 員 会 に 付

託 さ れ ま し た 各 議 案 に つ い て 、 ６ 月 １ ３ 日 に 開 催 し 、 当 局 か ら 詳 細 な 説

明を受け、慎重に審議いたしました。その結果を御報告申し上げます。  

ま ず 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会

計補正予算の専決処分についてであります。  

委 員 よ り 、 「 令 和 ２ 年 度 の 住 宅 新 築 資 金 等 回 収 組 合 離 脱 後 に 未 回 収 問

題 等 に つ い て 説 明 す る と の こ と で あ る が 、 説 明 時 期 の 目 途 に つ い て 」 と

の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 現 在 、 回 収 組 合 に 滞 納 と な っ て い る 資 金 の

回 収 を 委 託 し て お り 、 回 収 不 能 で あ る か 確 定 し て い な い 状 況 に あ る 。 来

年 ４ 月 以 降 、 組 合 を 離 脱 し 、 本 町 独 自 で 回 収 に 努 め る こ と に な る 。 移 行

後 、 貸 し 付 け 先 の 状 況 を 把 握 し た 上 で 報 告 す る 」 と の 回 答 が あ り ま し た 。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 繰 り 上 げ 充 用 の 現 在 の 状 況 か ら 、 繰 り 上 げ 充 用 の

最 終 時 期 の 見 通 し に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 現 在 の 償 還 状 況

か ら 見 る と 、 令 和 ６ 年 度 で 終 了 す る 見 込 み で あ る 」 と の 回 答 が あ り ま し

た。  

続 い て 、 委 員 よ り 、 「 償 還 中 の 債 権 の 償 還 終 了 の 時 期 に つ い て 」 質 問

が あ り 、 当 局 よ り 、 「 少 額 分 納 債 権 で 償 還 回 数 １ ０ ０ 回 以 上 の 債 権 が あ

り、終了時期については不確定である」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 少 額 分 納 償 還 に よ る 長 期 償 還 の 状 況 に つ い て ど う 考 え て

い る か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 債 務 者 の 償 還 状 況 に つ い て 、 交
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渉 記 録 等 の 資 料 が な い た め 、 判 別 が 困 難 で あ る 。 回 収 組 合 か ら 移 管 後 、

債 務 者 と 折 衝 し て い く 中 で 資 産 や 収 入 の 状 況 を 把 握 し 、 妥 当 な 返 済 額 を

決めていきたい」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 少 額 分 納 償 還 さ れ て い る 債 務 者 数 及 び 差 し 押 さ え の 可 能

性 に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 少 額 分 納 で 償 還 さ れ て い る 債 務

者 は ４ 名 で 、 現 在 、 少 額 で は あ る が 毎 月 償 還 し て お ら れ る の で 、 現 在 の

ところ差し押さえはないと考える」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 １ ０ 年 以 上 償 還 が 滞 っ て い る 債 権 に つ い て の 見 通 し に つ

い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 以 前 に 回 収 組 合 で 、 そ の 他 大 臣 （ 償 還

推 進 助 成 ） の 補 助 金 を 受 け て の 債 権 処 理 の 動 き が あ っ た 。 償 還 が 滞 っ て

い る 債 権 に つ い て は 、 そ の 補 助 金 を 受 け る 方 法 で の 動 き が 考 え ら れ る 」

との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 １ ０ 年 以 上 償 還 が 滞 っ て い る 債 権 に つ い て 、 最 終 的 に 公

費 の 支 出 と な る 可 能 性 が あ る が 、 公 費 の 支 出 を ど う 考 え る か 」 と の 質 問

が あ り 、 当 局 よ り 、 「 そ の 他 大 臣 で 国 ・ 県 の 補 助 金 を 活 用 し 、 町 負 担 の

最 小 化 に 努 め る 。 説 明 に つ い て は 、 補 助 金 の 活 用 が 困 難 な 状 況 と な っ た

段階を考えている」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 貸 し 付 け を 行 っ た 最 終 年 度 に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局

よ り 、 「 最 終 貸 し 付 け 年 度 は 平 成 ８ 年 度 が 最 終 で あ る 」 と の 回 答 が あ り

ました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資

金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て は 承 認 い た し ま し た 。  

次 に 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て で

あります。  

委 員 よ り 、 「 地 域 活 性 化 セ ン タ ー の 助 成 金 な ど の よ う に 住 民 が 利 用 で

き る 助 成 制 度 の 周 知 に つ い て は 、 ど の よ う に な っ て い る か 」 と の 質 問 が

あ り 、 当 局 よ り 、 「 自 治 会 に か か わ る も の に つ い て は 毎 年 度 自 治 連 合 会

で 周 知 し て お り 、 そ の ほ か の 助 成 金 制 度 に つ い て も 、 今 後 も 情 報 収 集 に

努 め 、 広 報 ・ ホ ー ム ペ ー ジ 等 で 周 知 し て ま い り た い 」 と の 回 答 が あ り ま

した。  

委 員 よ り 、 「 駅 前 整 備 に 関 連 す る 繰 越 明 許 費 と 起 債 な ど の 令 和 元 年 度

予 算 と の 関 連 に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 歳 出 に つ い て は 、 も

と も と 明 許 繰 越 で 計 上 し て い た 用 地 補 償 費 が 、 年 度 内 に 完 了 が 見 込 め な

い た め 現 年 度 に 移 し か え る も の で あ り 、 起 債 に つ い て も 、 こ れ に 伴 い ３

０ 年 度 で 借 り る 予 定 で あ っ た も の を 、 令 和 元 年 に 借 り る こ と と し た も の

である」との回答がありました。  

続 い て 、 委 員 よ り 、 「 前 年 度 か ら 今 年 度 に 組 み か え た と い う こ と で 、

事 業 費 が 影 響 す る も の で は な い と 理 解 し て よ い か 」 と の 質 問 が あ り 、 当

局 よ り 、 「 基 本 的 に 、 新 た に 総 事 業 費 が 増 え る こ と は な い 」 と の 回 答 が
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ありました。  

委員より、「令和元年度当初予算で約２億７ ,０００万円、補正で約１

億３ ,０００万円の合計約４億円を今年度の補償費と考えてよいか」との

質問があり、当局より、「お見込みのとおり」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 繰 り 越 し の 減 額 と 今 回 の 補 正 額 に １ ０ ０ 万 円 ほ ど

差 額 が あ る こ と に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 単 純 に 差 し 引 き し

た 額 を 現 年 予 算 に 移 し か え て い る の で は な く 、 当 初 の 補 償 査 定 で 見 込 め

な か っ た 補 償 額 の 総 額 も 含 ま れ て い る 。 当 初 査 定 で は 不 明 で あ っ た が 、

補 償 交 渉 の 中 で 判 明 し た 必 要 な 補 償 額 に つ い て 増 額 を お 願 い す る も の で

ある」との回答がありました。  

次 に 、 委 員 よ り 、 「 町 の 補 償 交 渉 の 方 針 を 教 え て ほ し い 」 と の 質 問 が

あ り 、 当 局 よ り 、 「 鑑 定 士 ・ 調 査 士 が 算 出 し た 額 に 基 づ き 交 渉 を 行 っ て

い る 。 補 償 額 に つ い て は 、 鑑 定 士 ・ 調 査 士 が 算 出 し た 額 が 唯 一 の 根 拠 と

なるものである」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計

補正予算についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い

て 及 び 議 案 第 ２ ７ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 下 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算 に つ い

ては、当初の提案説明のとおり承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 森 林 環 境 譲 与 税 基 金 条 例 の 制 定 に つ い て

であります。  

委 員 よ り 、 「 森 林 環 境 譲 与 税 に つ い て 、 毎 年 ３ ２ 万 円 配 分 さ れ る の

か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 令 和 元 年 か ら 令 和 ３ 年 の ３ カ 年 が ３

２ 万 円 配 分 さ れ 、 そ の 後 ３ 年 ペ ー ス で 配 分 額 が 増 額 し て い く 」 と の 回 答

がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 森 林 環 境 税 は 、 何 年 か ら 課 税 さ れ る の か 」 と の 質

問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 令 和 ６ 年 度 か ら 課 税 さ れ る 」 と の 回 答 が あ り ま

した。  

委 員 よ り 、 「 令 和 ６ 年 度 か ら 森 林 環 境 税 が 徴 収 さ れ た ら 、 譲 与 税 も 変

動 す る か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 譲 与 税 が ３ 年 ペ ー ス で １ ０ ０

億 円 増 額 さ れ て い き 、 都 道 府 県 ２ 割 、 市 町 村 ８ 割 で 配 分 さ れ る 」 と の 回

答がありました。  

委 員 よ り 、 「 基 金 の 処 分 に つ い て 、 目 的 達 成 に 必 要 な 財 源 に 活 用 で き

る と な っ て い る が 、 活 用 方 法 の 構 想 に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、

「 譲 与 税 と し て 国 か ら の 配 分 額 の 器 を つ く る 条 例 で あ る 。 設 置 目 的 に も

あ る よ う に 、 木 材 利 用 や 森 林 整 備 の 促 進 や 普 及 啓 発 を 図 る と い う 目 的 に

沿 っ た 形 で 検 討 し て い き た い と 考 え る 。 今 現 在 は 活 用 方 法 に つ い て は 決

定していない」との回答がありました。  

委 員 よ り 、 「 本 町 に は 山 が 存 在 し な い 中 で 、 森 林 環 境 譲 与 税 が 配 分 さ
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れ る の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 森 林 環 境 譲 与 税 は 、 森 林 面 積

５ 割 、 林 業 就 業 者 ２ 割 、 人 口 割 ３ 割 の 割 合 で 配 分 さ れ 、 森 林 の な い 本 町

に は 人 口 割 で 配 分 さ れ 、 木 材 利 用 や 普 及 啓 発 等 に 取 り 組 む た め 森 林 環 境

譲与税が配分される」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ８ 号 、 川 西 町 森 林 環 境 譲 与 税 基 本

条例の制定についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ３ ０ 号 、 災 害 弔 慰 金 の 支 給 等 に 関 す る 条 例 の 一 部 改 正 に

ついてであります。  

委 員 よ り 、 「 災 害 弔 慰 金 の 現 状 の 制 度 と 支 給 状 況 に つ い て 」 質 問 が あ

り 、 当 局 よ り 、 「 災 害 弔 慰 金 の 支 給 等 の 現 制 度 は 、 災 害 に よ り 死 亡 し た

遺 族 へ の 弔 慰 金 の 支 給 、 災 害 障 害 見 舞 金 の 支 給 、 災 害 援 護 金 の 保 証 人 に

つ き 利 率 ３ ％ で の 貸 し 付 け と な っ て い る 。 ま た 、 過 去 の 支 給 実 績 は な か

ったと把握している」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 改 正 に よ り 、 保 証 人 あ り で 無 利 子 の 貸 し 付 け が で

き る よ う に な り 、 災 害 者 支 援 の 充 実 が 図 ら れ る こ と か ら 、 被 災 者 へ の 本

制 度 の 周 知 漏 れ な ど な い の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 有 事 の 際

に は 必 ず 被 害 状 況 等 を 確 認 す る 。 そ の 中 で 、 災 害 に 遭 わ れ た 方 へ 当 該 弔

慰金の周知を行っていくものと考えている」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ３ ０ 号 、 災 害 弔 慰 金 の 支 給 等 に 関 す

る条例の一部改正についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る 協 定 書 の 変 更 に つ い

て で あ り ま す が 、 こ れ に つ き ま し て は 、 当 初 の 提 案 説 明 の と お り 承 認 い

たしました。  

以 上 が 、 当 委 員 会 所 管 の 議 案 に 対 し て な さ れ た 質 問 及 び 回 答 で あ り ま

す。  

次 に 、 当 委 員 会 所 管 に 係 る 審 査 案 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １

０ ９ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い て も 調 査 並 び に 審 査 で き る よ

う に 議 決 さ れ ん こ と を 望 み ま し て 、 総 務 ・ 建 設 経 済 委 員 長 報 告 と さ せ て

いただきます。  

何とぞ議員各位の御賛同を賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長（伊藤彰夫君）   続きまして、厚生委員長  寺澤秀和君。  

厚 生 委 員 長 （ 寺 澤 秀 和 君 ）   議 長 の 御 指 名 を い た だ き ま し た の で 、 厚 生 委 員

会を代表いたしまして委員長報告をいたします。  

当 委 員 会 は 、 去 る 令 和 元 年 ６ 月 １ ０ 日 の 本 会 議 に お き ま し て 当 委 員 会

に 付 託 さ れ ま し た 各 議 案 に つ い て 、 ６ 月 １ ４ 日 に 開 催 し 、 当 局 か ら 詳 細

な 説 明 を 受 け 、 慎 重 に 審 議 い た し ま し た 。 そ の 結 果 を 御 報 告 申 し 上 げ ま

す。  

議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計 補 正 予 算 に つ い て で あ り ま

す。  
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委 員 よ り 、 「 保 育 の 無 償 化 の 内 容 に つ い て 」 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、

「 幼 児 教 育 ・ 保 育 の 無 償 化 は 、 ３ 歳 か ら ５ 歳 ま で の 子 ど も た ち の 幼 稚 園 、

保 育 所 、 認 定 こ ど も 園 な ど の 利 用 料 が 無 償 化 さ れ る 施 策 で あ る 。 今 年 の

１ ０ 月 か ら 実 施 予 定 と な っ て い る 。 保 育 に つ い て は 、 ３ 歳 か ら ５ 歳 の 全

て の 子 ど も た ち の 保 育 所 利 用 料 が 無 償 化 さ れ る が 、 通 園 送 迎 料 、 食 材 料

費 、 行 事 費 な ど は 実 費 と し て 徴 収 さ れ 、 無 償 化 の 対 象 外 で あ る 。 し た が

っ て 、 現 在 ３ 歳 児 か ら ５ 歳 児 の 給 食 費 分 の う ち 、 保 育 料 の 一 部 と し て 町

を 通 じ て 保 育 所 に 支 払 っ て い る 副 食 分 に つ い て も 、 １ ０ 月 か ら は 保 護 者

が 主 食 分 と 副 食 分 の 給 食 費 を ま と め て 保 育 所 に 直 接 支 払 う こ と に な る 。

ま た 、 住 民 税 非 課 税 世 帯 に つ い て は 、 ０ 歳 か ら ２ 歳 児 に つ い て も 無 償 化

の 対 象 と な る 。 今 回 の 補 正 は 、 こ の 保 育 無 償 化 に 対 応 す る た め の シ ス テ

ム改修に係る費用である」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ４ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 一 般 会 計

補正予算についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補

正予算についてであります。  

委 員 よ り 、 「 介 護 保 険 シ ス テ ム 改 修 に つ い て 、 ど の よ う な 改 修 内 容 な

の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 介 護 報 酬 の 改 定 に 伴 う も の の ほ か 、

マ イ ナ ン バ ー 関 連 で の 他 市 町 村 と の 情 報 連 携 に か か わ る シ ス テ ム 改 修 で

ある」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ２ ５ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 介 護 保 険

事業勘定特別会計補正予算についてを承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ２ ９ 号 、 川 西 町 附 属 機 関 設 置 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て 及

び 議 案 第 ３ １ 号 、 ぬ く も り の 郷 グ ル ー プ ホ ー ム 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て

は、当初の提案説明のとおり承認いたしました。  

次 に 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 川 西 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部 改 正 に つ い て で あ り

ます。  

委 員 よ り 、 「 今 回 の 介 護 保 険 条 例 の 改 正 に よ り 、 保 険 料 軽 減 の 対 象 者

は 何 人 ぐ ら い に な る の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、 「 平 成 ３ ０ 年 度

の 賦 課 の 状 況 か ら 見 る と 、 第 １ 段 階 は ５ ３ ９ 人 、 第 ２ 段 階 が １ ８ ８ 人 、

第 ３ 段 階 が １ ９ ４ 人 で 、 合 計 が ９ ２ １ 人 と な る 。 第 １ 号 被 保 険 者 全 体 の

３ ,０３４人に対して約３割の方が対象となり 、今年度についても同じく

らいの方が対象になると思われる」との回答がありました。  

続 い て 、 委 員 よ り 、 「 こ の 軽 減 に よ っ て 保 険 料 収 入 が 減 る こ と に な る

が 、 額 に す る と 幾 ら く ら い に な る の か 」 と の 質 問 が あ り 、 当 局 よ り 、

「 金 額 に し て 約 ４ ０ ０ 万 円 余 り に な る と 見 て い る 。 た だ し 、 今 回 の 改 正

は 消 費 税 が 改 正 さ れ る １ ０ 月 以 降 の 分 に 係 る 軽 減 と な る た め 、 計 算 上 は

翌年の３月までの６カ月  

分 を 軽 減 す る と し た 年 間 保 険 料 額 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 来 年 度
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の 保 険 料 軽 減 額 に つ い て は 、 単 純 に 計 算 し て も 今 年 度 の ２ 倍 程 度 に な る

と見ている」との回答がありました。  

ま た 、 委 員 よ り 、 「 保 険 料 収 入 が 減 る こ と に つ い て 、 町 が 負 担 す る な

ど 、 何 ら か の 施 策 は あ る の か 」 と の 質 問 に 対 し 、 当 局 よ り 、 「 軽 減 に よ

る 収 入 減 に つ い て は 公 費 に よ り 賄 う こ と に な り 、 国 が 半 分 、 残 り の 半 分

を県と町が負担する予定である」との回答がありました。  

以 上 の 審 議 を も ち ま し て 、 議 案 第 ３ ２ 号 、 川 西 町 介 護 保 険 条 例 の 一 部

改正についてを承認いたしました。  

以 上 が 、 当 委 員 会 所 管 の 議 案 に 対 し て な さ れ た 質 問 及 び 回 答 で あ り ま

す。  

次 に 、 当 委 員 会 所 管 に 係 る 審 査 案 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 第 １

０ ９ 条 の 規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い て も 調 査 並 び に 審 査 で き る よ

う 議 決 さ れ ん こ と を 望 み ま し て 、 厚 生 委 員 長 報 告 と さ せ て い た だ き ま す 。  

何 と ぞ 議 員 各 位 の 御 賛 同 を 賜 り ま す よ う 、 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま

す。ありがとうございました。  

議   長（伊藤彰夫君）   以上で各委員長の報告が終わりましたので、これよ

り委員長報告に対する質疑に入ります。  

質疑ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   質疑がないようですので、質疑を終わり、これより

討論に入ります。  

討論ありませんか。  

芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。それでは、ただいま総務、厚

生 の 両 常 任 委 員 長 か ら 報 告 が あ り ま し た よ う に 、 今 般 上 程 さ れ て い ま す

承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別 会 計 補 正 予

算 の 専 決 処 分 に つ い て よ り 、 議 案 第 ３ ３ 号 、 定 住 自 立 圏 の 形 成 に 関 す る

協 定 書 の 変 更 に つ い て ま で の 承 認 案 １ 本 、 補 正 予 算 案 ４ 本 、 条 例 案 ５ 本 、

協定書の変更１本の合計１１案件に対する討論を行います。  

態 度 表 明 と し ま し て は 、 住 宅 新 築 資 金 の 承 認 案 の み 反 対 、 あ と の 議 案

は、いずれも賛成の立場からのものであります。  

ま ず 、 承 認 第 ６ 号 の 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 の 専 決 処 分 承 認 に つ い て

であります。  

毎 回 述 べ て い る と お り 、 貸 付 金 の 回 収 状 況 等 、 本 会 計 の 内 実 の 説 明 を

き ち ん と 果 た し た 上 で 会 計 処 理 に 当 た る よ う 求 め て い る 問 題 で す が 、 現

在 は 回 収 組 合 に 委 ね て い る 関 係 上 、 事 細 か な 状 況 に つ い て は 手 の ひ ら に

乗 せ て い な い と い う こ と で 、 回 収 組 合 か ら 離 脱 し て 自 前 で 回 収 に 当 た る

こ と と な る 次 年 度 を 一 つ の き っ し ょ に し て 説 明 の 機 会 を 設 け る 旨 の 答 弁

に 終 始 し て い る の が 、 こ の 間 の 審 議 の 上 で の 一 つ の 流 れ で あ り 、 到 達 点
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で あ り ま す 。 ま た 、 返 済 の 状 況 に つ い て も 、 現 在 、 事 実 上 の 返 済 不 能 、

焦 げ つ き が １ ５ 件 あ り ま す が 、 こ れ の 処 理 は 国 の 制 度 に 乗 る か 否 か の 結

論 は 出 て い ま せ ん が 、 い ず れ の 場 合 も 、 そ の 穴 埋 め に は 公 費 の 投 入 し か

道 は あ り ま せ ん 。 町 長 は 、 あ く ま で 町 の 公 費 支 出 に お い て そ の め ど が 明

ら か で な い の で 、 事 態 は ま だ 判 明 し て い な い と し て 、 町 費 の 支 出 割 合 が

確 定 し た 時 点 で の 説 明 の 時 期 を 定 め る 旨 の 意 向 も 一 方 で は お 示 し で あ り

ま す 。 そ の 時 期 が い つ に な る か に 違 い は あ り ま す が 、 こ の 一 連 の 資 金 貸

し 付 け の 返 済 状 況 に つ い て は 、 現 在 滞 っ て い る １ ５ 件 は も と よ り 、 分 納

に よ り 当 初 の 返 済 計 画 時 期 を 大 幅 に お く れ て 返 済 さ れ て い る も の も 含 め 、

通 常 の 貸 し 付 け で は あ り 得 な い 返 済 回 数 が 現 に 存 在 し て い る こ と か ら も 、

見 通 し の 時 期 云 々 と い う こ と で は 、 説 明 の 時 期 の 引 き 延 ば し に し か な り

ま せ ん の で 、 そ こ は 、 一 定 示 さ れ て い る よ う に 、 自 前 で の 回 収 に 移 行 す

る 次 年 度 を 一 つ の め ど と し て 、 こ の 処 理 に は 多 額 の 公 費 の 投 入 も 避 け ら

れ ま せ ん か ら 、 住 民 の 皆 さ ん に 対 し て 内 実 を つ ま び ら か に お 示 し を し 、

納 得 を い た だ く 努 力 を し た 上 で 、 一 連 の 会 計 処 理 に 当 た ら れ ん こ と を 引

き続き求めるものであります。  

会 計 処 理 そ の も の は 、 法 に 照 ら し て 会 計 原 則 に の っ と り 実 施 し て い る

も の で あ り ま す の で 、 そ の 処 理 方 法 等 に つ い て は 特 段 問 題 視 は し て い ま

せ ん が 、 貸 付 金 返 済 の 中 身 に つ い て 、 到 底 承 服 で き る よ う な 内 容 で は あ

り ま せ ん の で 、 そ れ を 伏 せ た ま ま で 会 計 処 理 に 当 た る こ と に つ い て は 反

対するものであります。  

以 下 、 補 正 予 算 案 ４ 本 、 条 例 案 な ど ６ 本 に つ き ま し て は 、 さ き に 述 べ

たように、いずれも賛成するものであります。  

そ の う ち 一 般 会 計 補 正 で は 、 種 々 必 要 に 応 じ た 予 算 が 追 加 さ れ て お り

ま す が 、 そ の 中 で 、 空 き 家 対 応 を 含 め 、 地 域 活 性 化 セ ン タ ー 助 成 金 と し

て 、 調 整 区 域 内 の 物 件 の 活 用 を 図 る べ く 、 住 民 団 体 の 取 り 組 み に 資 す る

手 だ て が な さ れ て い ま す 。 こ れ ら 補 助 金 等 の 活 用 に つ き ま し て は 、 関 係

団 体 に は 遅 滞 な く 周 知 し 、 功 を 奏 す る 取 り 組 み と な る よ う 努 め て い く と

の こ と で あ り ま し た の で 、 関 係 す る 団 体 の ア ン テ ナ の 張 り ぐ あ い に 左 右

さ れ る こ と な く 、 情 報 が き ち ん と 行 き 届 く よ う に 引 き 続 き 努 め ら れ ん こ

とを申し添えておきます。  

ま た 、 災 害 弔 慰 金 条 例 に つ い て で あ り ま す が 、 災 害 援 護 資 金 の 貸 し 付

け に お い て 、 保 証 人 が あ る 場 合 は 、 こ れ ま で の 有 利 子 か ら 無 利 子 に す る

旨 の 変 更 で あ り ま す の で 、 何 の 異 論 も あ り ま せ ん が 、 こ の 制 度 、 こ れ ま

で の と こ ろ 、 実 際 の 適 用 は 本 町 に お い て は な い と の こ と で あ り ま す 。 そ

こ に は 、 実 際 に 罹 災 し た 場 合 、 自 前 で 準 備 し て い る 保 険 等 の 対 応 で 事 の

処 理 に 当 た ら れ て い る ケ ー ス も 少 な く な い と 存 じ ま す が 、 い ず れ に し て

も 貸 付 金 の 制 度 で あ り ま す し 、 し か も 、 罹 災 し て 、 そ の 復 興 に 向 け て の

過 程 で 利 用 で き る 制 度 で あ る こ と か ら も 、 保 証 人 と か 有 利 子 と か に す る
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必 要 性 が 今 後 問 わ れ て く る も の と 心 得 ま す 。 今 般 の 改 定 は 改 定 と し て 、

今 後 こ の 制 度 が よ り 有 効 に 働 き 、 住 民 の 皆 さ ん の 復 興 に 資 す る 制 度 と し

て 一 層 容 易 に 使 え る 制 度 と な る よ う 、 そ の 改 善 も 視 野 に 入 れ て 取 り 組 ま

れ ん こ と を 申 し 添 え ま し て 、 今 般 上 程 の １ １ 案 件 に 対 す る 全 体 の 討 論 を

終わります。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論はありませんか。  

堀  格君。  

４番議員（堀   格君）   ４番  堀でございます。本議会に提案されておりま

す各議案に賛成の立場から若干申し上げたいと思います。  

た だ い ま 承 認 第 ６ 号 、 令 和 元 年 度 川 西 町 住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 事 業 特 別

会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て 反 対 の 討 論 が ご ざ い ま し た が 、 こ の 住

宅 新 築 資 金 の 貸 し 付 け は 積 年 の 問 題 で あ り ま し て 、 今 年 度 、 制 度 変 更 が

あ っ た わ け で は あ り ま せ ん の で 、 と り あ え ず 従 来 と 同 じ 処 理 を し て い く

のは極めて妥当だと思いますので、本議案に賛成をいたします。  

た だ 、 総 務 ・ 建 設 経 済 委 員 会 で も 数 々 の 議 論 が な さ れ た よ う で あ り ま

す が 、 来 年 度 か ら 町 単 独 で の 回 収 と い う こ と に な る よ う で あ り ま す 。 回

収 不 能 と な り ま す と 、 満 額 国 が 負 担 し て い た だ け れ ば 、 も ち ろ ん 問 題 あ

り ま せ ん け れ ど も 、 そ う で な い 場 合 に は 公 費 の 投 入 と い う こ と に な ら ざ

る を 得 ま せ ん の で 、 そ の 段 階 で は 鋭 意 回 収 に 努 め て い た だ き た い と 同 時

に 、 組 合 か ら 引 き 継 ぐ と き に 、 引 き 継 い だ 内 容 に 不 明 な も の が あ る と い

う こ と の な い よ う に 、 し っ か り 引 き 継 い で 対 応 し て い っ て い た だ き た い

というふうに思います。  

あ と 、 議 案 第 ２ ４ 号 か ら 議 案 第 ３ ３ 号 ま で の 各 議 案 に つ き ま し て は 、

賛成であります。  

以上で討論を終わります。  

議   長（伊藤彰夫君）   ほかに討論ありませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   ほ か に 討 論 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 終 わ り、

これより採決に入ります。  

お諮りいたします。  

承 認 第 ６ 号 に つ い て 、 原 案 ど お り 承 認 す る こ と に 賛 成 の 方 の 挙 手 を 求

めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 多 数 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 承 認 す

ることに決しました。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ２ ４ 号 か ら 議 案 第 ３ ３ 号 ま で を 一 括 採 決 し た い と 思 い ま す が 、

御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  
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議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   異 議 な し と 認 め 、 一 括 採 決 す る こ と に 決 し ま し た 。  

お諮りいたします。  

議 案 第 ２ ４ 号 か ら 議 案 第 ３ ３ 号 ま で に つ い て 、 原 案 ど お り 可 決 す る こ

とに賛成の方の挙手を求めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 各 案 件 は 、 原 案 の と お り 可 決 い

たしました。  

お諮りいたします。  

会 議 規 則 第 ２ ２ 条 の 規 定 に よ り 、 承 認 第 ７ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 介 護 保 険

事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算 の 専 決 処 分 に つ い て 、 発 議 第 ５ 号 、 「 再 審 法

（ 刑 事 訴 訟 法 の 再 審 規 定 ） 」 の 改 正 を 求 め る 意 見 書 に つ い て の ２ 議 案 を

追加議案といたしたいと思いますが、これに御異議ございませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、追加議案といたします。  

日 程 第 ２ 、 承 認 第 ７ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正

予算の専決処分についてを議題といたします。  

当局からの説明を求めます。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   そ れ で は 、 今 議 会 に 追 加 し て 審 議 を お 願 い い た し

ます議案の提案要旨について御説明いたします。  

承 認 第 ７ 号 、 平 成 ３ ０ 年 度 川 西 町 介 護 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 補 正 予 算

についてでございます。  

こ れ は 、 介 護 保 険 給 付 に 係 る 国 庫 及 び 県 負 担 金 の 交 付 が 、 決 定 額 ベ ー

ス で の 給 付 が な さ れ な い こ と に よ る 歳 入 の 欠 損 を 介 護 給 付 費 準 備 基 金 か

らの繰入金の増額で補う歳入の財源更正に係る予算措置でございます。  

歳出の変更はございません。  

な お 、 歳 入 欠 損 と な っ て い る 国 庫 及 び 県 負 担 金 に つ い て は 、 令 和 元 年

度予算において精算歳入されるものでございます。  

当 該 国 庫 及 び 県 負 担 金 の 交 付 の 減 額 通 知 が ３ 月 後 半 で あ り 、 以 上 の 補

正 予 算 措 置 を 平 成 ３ ０ 年 度 末 ま で に 行 う 必 要 が あ っ た た め 、 専 決 処 分 を

行い、その承認を求めるものでございます。  

何とぞよろしく御承認賜りますよう、お願い申し上げます。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   町 長 の 説 明 が 終 わ り ま し た の で 、 た だ い ま よ り審

議に入ります。  

承認第７号について、質疑ございませんか。  

           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   質 疑 が な い よ う で す の で 、 質 疑 を 終 わ り 、 こ れよ

り討論に入ります。  

討論はありませんか。  
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           （「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   討 論 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 終 わ り 、 こ れよ

り採決に入ります。  

お諮りいたします。  

承 認 第 ７ 号 に つ い て 、 原 案 ど お り 承 認 す る こ と に 賛 成 の 方 の 挙 手 を 求

めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 承 認 す

ることに決しました。  

次 に 、 日 程 第 ３ 、 発 議 第 ５ 号 、 「 再 審 法 （ 刑 事 訴 訟 法 の 再 審 規 定 ） 」

の改正を求める意見書についてを議題といたします。  

提出者の説明を求めます。  

１２番  芝和也君。  

12番議員（芝  和也君）   １２番  芝和也です。中嶋正澄議員、石田三郎議員、

松 村 定 則 議 員 の 賛 同 を 得 ま し て 提 出 い た し ま し た 、 今 般 陳 情 の あ り ま し

た 「 再 審 法 」 の 改 正 を 求 め る 意 見 書 案 に つ き ま し て 御 説 明 申 し 上 げ ま す 。  

本 意 見 書 は 、 再 審 制 度 の 一 層 の 厳 格 化 を 求 め 、 無 辜 の 者 が 罪 に 問 わ れ

る 理 不 尽 な 事 態 を 解 消 す る べ く 、 制 度 の 改 正 を 求 め よ う と す る も の で あ

ります。  

こ の 間 、 重 罰 事 件 の 再 審 無 罪 が 相 次 ぎ 、 冤 罪 が 晴 ら さ れ て き て い る こ

と は 、 皆 さ ん 御 承 知 の と お り で あ り ま す し 、 司 法 制 度 の 信 頼 を 深 め る 上

か ら も 、 冤 罪 の 発 生 を 防 ぐ べ く 制 度 の 改 正 が 行 わ れ て き て お り ま し て 、

そ の 一 環 と し て 、 本 町 議 会 で も 平 成 ２ ６ 年 ６ 月 議 会 で 、 こ れ に 関 連 し て

取 り 調 べ の 可 視 化 と 裁 判 に お け る 証 拠 の 開 示 を 求 め る 意 見 書 を 採 択 し 、

関係大臣に送致してまいりました。  

結 果 、 司 法 制 度 の 一 定 の 改 善 も 進 み 、 通 常 審 で は 証 拠 の 開 示 も 実 施 さ

れ る に 至 っ て ま い り ま し た が 、 冤 罪 を 晴 ら す べ く 再 審 請 求 が 認 め ら れ た

審 理 に お い て は 、 い ま だ こ の ル ー ル が 確 定 し て お り ま せ ん の で 、 裁 判 官

や 検 察 官 の 個 別 ・ 任 意 の 判 断 に 委 ね ら れ て い る 状 況 が 続 い て お り ま し て 、

憲 法 で 定 め ら れ て い る 法 の 下 の 平 等 の 原 則 に 反 し た 状 態 が 残 さ れ た ま ま

になっているのが現状です。  

で す か ら 、 再 審 が 認 め ら れ 、 無 罪 が 確 定 し 、 冤 罪 が 晴 ら さ れ た 重 罰 事

件 で は 、 再 審 で 採 用 さ れ た 新 証 拠 が 、 実 は 当 初 か ら 検 察 の 手 に あ っ た こ

と も し ば し ば 見 受 け ら れ る よ う で す の で 、 こ れ ら が 当 初 の 裁 判 か ら 開 示

さ れ て い れ ば 、 そ も そ も 冤 罪 は な か っ た こ と に な り ま す の で 、 こ う し た

状 況 を 放 置 し た ま ま 制 度 を 温 存 さ せ る こ と は 、 法 治 国 家 と し て の 我 が 国

の司法制度の信頼を損なうことにもつながりかねません。  

ま た 、 再 審 開 始 決 定 に 対 し て 、 制 度 上 、 検 察 の 上 訴 が 許 さ れ て い る こ

と か ら 、 再 審 請 求 の 取 り 消 し や 再 審 の 長 期 化 に よ り 、 最 悪 、 請 求 者 が 獄
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死 に 至 る 事 態 も 発 生 し て い る こ と か ら も 、 こ う し た 悲 劇 の 発 生 を 防 ぐ に

は 、 裁 判 所 の 決 定 に 対 し て は 速 や か に 従 う よ う な 法 的 な 制 限 を 設 け る 必

要性が求められています。  

加 え て 、 現 行 の 再 審 法 の 改 正 時 に 、 そ の 附 則 に お い て 、 政 府 は 、 必 要

に 応 じ て 速 や か に 再 審 請 求 審 に お け る 証 拠 の 開 示 に つ い て 検 討 す る 旨 、

言 及 し て い ま す の で 、 冤 罪 の 防 止 を 貫 徹 す る べ く 、 検 察 の 手 持 ち 証 拠 の

全 面 開 示 と 再 審 開 始 決 定 に 対 す る 検 察 の 不 服 申 し 立 て の 禁 止 を 盛 り 込 ん

だ再審法の改正に踏み切ることを求めようとするものであります。  

議 員 の 皆 さ ん に お か れ ま し て は 、 懸 命 な る 御 判 断 を い た だ き ま し て 、

御議決賜らんことをお願い申し上げ、提案説明といたします。  

何とぞよろしくお願いいたします。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   説 明 が 終 わ り ま し た の で 、 質 疑 を 省 略 し 、 討 論 に

入ります。  

    討論ありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   討 論 が な い よ う で す の で 、 討 論 を 終 わ り 、 こ れ よ

り採決に入ります。  

お諮りいたします。  

発 議 第 ５ 号 に つ い て 、 原 案 ど お り 可 決 す る こ と に 賛 成 の 方 の 挙 手 を 求

めます。  

           （挙手する者あり）  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   賛 成 全 員 に よ り 、 本 案 件 は 、 原 案 の と お り 可 決 い

たしました。  

以 上 を も ち ま し て 、 本 定 例 会 に 付 議 さ れ ま し た 議 案 に つ い て は 、 全 て

議了いたしました。  

お諮りいたします。  

総 務 ・ 建 設 経 済 委 員 会 、 厚 生 委 員 会 及 び 議 会 運 営 委 員 会 並 び に 駅 周 辺

整 備 特 別 委 員 会 、 工 業 ゾ ー ン 創 出 特 別 委 員 会 所 管 に 係 る 議 会 閉 会 中 の 審

査 事 件 に つ き ま し て は 、 地 方 自 治 法 の 規 定 に 基 づ き 、 議 会 閉 会 中 に お い

て も 継 続 し て 調 査 並 び に 審 議 し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異 議 ご ざ い

ませんか。  

           （「異議なし」と呼ぶ者あり）  

議   長（伊藤彰夫君）   異議なしと認め、閉会中においても常任委員会及び

特別委員会を開催できることに決しました。  

以上をもちまして、本定例会の日程は全て終了いたしました。  

議 員 各 位 に は 、 何 か と お 忙 し い 折 に も か か わ ら ず 、 本 定 例 会 に 提 案 さ

れ ま し た 諸 議 案 に つ き ま し て 慎 重 に 御 審 議 賜 り 、 か つ 議 会 運 営 に 御 理 解

の あ る 御 協 力 を い た だ き ま し た こ と に 対 し 、 議 長 と し て 厚 く お 礼 申 し 上

げる次第でございます。  
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理 事 者 に お か れ ま し て は 、 今 後 も 引 き 続 き 厳 し い 財 政 環 境 が 予 想 さ れ

る た め 、 予 算 の 執 行 に 当 た っ て は 、 経 済 性 、 効 率 性 及 び 有 効 性 に 配 慮 し

つ つ 、 厳 正 な 執 行 を 望 む も の で あ り ま す 。 ま た 、 議 員 各 位 か ら 出 さ れ ま

し た 御 意 見 な り 要 望 を 十 分 に 尊 重 し て い た だ き 、 今 後 の 町 政 に 一 層 の 御

努力を賜りたいと存ずる次第でございます。  

閉会に当たり、町長より閉会の挨拶をお願いいたします。  

町長。  

町   長 （ 竹 村 匡 正 君 ）   令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ２ 回 定 例 会 の 閉 会 に 当 た り 、

一言御礼を申し上げます。  

本 議 会 に 提 出 い た し ま し た 各 議 案 に つ き ま し て 慎 重 に 御 審 議 を 賜 り 、

全議案につきまして議決いただきましたことに厚く御礼申し上げます。  

審 議 を 通 じ 議 員 各 位 か ら 賜 り ま し た 御 意 見 、 御 指 摘 を 真 摯 に 受 け と め

ま し て 、 今 後 の 町 政 に 取 り 組 ん で ま い り た い と 考 え て お り ま す の で 、 議

員 各 位 に お か れ ま し て は 、 よ り 一 層 の 御 指 導 、 御 協 力 を 賜 り ま す こ と を

お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、 閉 会 に 当 た っ て の 御 礼 の 挨 拶 と さ せ て い た だ き

ます。  

ありがとうございました。  

議   長 （ 伊 藤 彰 夫 君 ）   こ れ を も ち ま し て 、 令 和 元 年 川 西 町 議 会 第 ２ 回 定

例会を閉会いたします。  

ありがとうございました。  

            （午後２時３８分  閉会）  
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(議決の結果) 

  
議案番号 件           名 議決月日 審議結果 

承認第６号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町住宅新築資金等貸付

事業特別会計補正予算の専決処分について 
6 月 21 日 原案承認 

承認第７号 
平成 30 年度川西町介護保険事業勘定特別会計補正予

算の専決処分について 
6 月 21 日 原案承認 

議案第 24 号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町一般会計補正予算に

ついて 
6 月 21 日 原案可決 

議案第 25 号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町介護保険事業勘定特

別会計補正予算について 
6 月 21 日 原案可決 

議案第 26 号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町水道事業会計補正予

算について 
6 月 21 日 原案可決 

議案第 27 号 
令和元年度(平成 31 年度)川西町下水道事業会計補正

予算について 
6 月 21 日 原案可決 

議案第 28 号 川西町森林環境譲与税基金条例の制定について 6 月 21 日 原案可決 

議案第 29 号 川西町附属機関設置条例の一部改正について 6 月 21 日 原案可決 

議案第 30 号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 6 月 21 日 原案可決 

議案第 31 号 ぬくもりの郷グループホーム条例の一部改正について 6 月 21 日 原案可決 

議案第 32 号 川西町介護保険条例の一部改正について 6 月 21 日 原案可決 

議案第 33 号 定住自立圏の形成に関する協定書の変更について 6 月 21 日 原案可決 

同意第 2 号 川西町公平委員会委員の選任について 6 月 10 日 原案同意 

同意第 3 号 川西町固定資産評価審査委員会委員の選任について 6 月 10 日 原案同意 

同意第 4 号 川西町教育委員会委員の任命について 6 月 10 日 原案同意 

発議第 5 号 
｢再審法(刑事訴訟法の再審規定)｣の改正を求める意見

書について 
6 月 21 日 原案可決 

 


